いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 3 年 度 総会 ・ 


15:00<15:10 ラウ ンド テー ブル 
1 開 会 

2 共同 代表 挨拶 

3 議 


作業 部 会 の 設置 に つい て 


15:10~15:20 総会 
議 


議案 第 1 号 令 和 2 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 
議案 第 2 号 令 和 3 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
一 休憩 (10 分) ~ 
15:30<17:30 ラウ ンド テー ブル 


1 講 演 


第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 令 和 3③ 年 7 月 8 日 ( 木 )15:00<17:30 
会 場 サン セー ル 盛 岡 1 階 大 ホー ル 


長野 県 伊那 市 の Society5.0 の 取り 組み に つい て (講師 長野 県 伊那 市 長 白鳥 孝 氏 ) 


~ 休憩 (5 分 ) ~ 
2 ディスカッション 
先端 技術 を 活用 し た 地域 課題 の 解決 に つい て 
3 報告 事項 


令 和 2 年度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 合意 事項 デジ タル 社会 の 実現 に 向け て > を 踏ま えた 対応 に つい て 


4 その 他 
いわ て 高等 教育 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 設置 に つい て 
5 閉 会 


出 席 者 





【 講 師 】 長野 県 伊那 市 長 白鳥 孝 氏 


【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 










































































氏 名 所 属 ・ 職 名 
谷 村 邦久 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 、 み ちの く コ カ ・ コ ー ラ ボトリング 株 式 会 社 代表 取締 役 全長 
高橋 真鶴 | 一 般 社 団 法 人 岩手 経済 同友 会 代表 幹事 、 株 式 会 社 岩手 銀行 取締 役 会 
米 谷 春夫 大 船渡 商 工 会 識 所 会 頭 、 株 式 会 社 マ イヤ 代表 取締 役 会 
小川 。 智 | 岩手 大 学 学長 
鈴木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学 学長 
達 増 拓 也 | 岩手 県 知事 

【 條 画 委 員 】 

氏 名 所 属 ・ 職 名 
| 岩手 果 立 大 学 一 学 (给 务 ) 兼 事务 局 长 
菊池  ” 透 | 岩手 県 商工 会 識 所 連合 会 専務 理事 
岩 ” 山 。 徹 | 株 式 会 社 岩手 銀行 取締 役 常務 執行 役員 総合 企画 部 長 
座 代 博 之 | 岩手 大 学 理事 (総務 ・ 企 画 ・ 評 価 ・ 広 報 担当 ) 兼 天 学 长 
石川 義晃 | 岩手 県 政策 企画 部 長 

















【 作 業 部 会 座長 】 





















































作业 部 会 氏 名 所 属 ・ 職 名 
医療 福祉 連携 作業 部 会 “和 遍 。 ) | 岩手 时 立 大 学 名 内 教授 
か け 橋 作業 部 会 及 川 有 史 | 岩手 県 ふる さと 振興 部 県 北 ・ 沿 岸 振興 室 沿岸 振興 課長 
復興 教育 作業 部 会 田 代 ”高 章 | 岩手 大 学 教育 学部 教授 
いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 | 菊 池 芳 并 | 岩手 県 復興 防災 部 副 部 長 
イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 | 松 本 淳 | 岩手 県 ふる さと 振興 部 科学 ・ 情 報 政策 室長 
OO 下 可， 多 , 丰 二 | 岩手 时 立 大 学 社会 柱 社 学 部 准 教授 
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资料 1 











「 地 域 公 共 交 通 作業 部 会 」 の 設置 に つい て 
岩手 県 立 大 学 
背景 と 目的 
人 口 減少 に 歯止め が か か ら ず 、 冊 手 県 に お いて も 高齢 化 が 進み 、 地 域 社 会 に お ける 公共 交通 の 役割 が 増大 し て い 
る 中 で 、 少 子 化 な どの 影響 も あり 、 電 車 や バス の 利用 者 数 が 減少 し て お り 、 ie 


いる 。 

この た め 、 岩 手 県 立 大 学 で は 、 総 合 政策 学部 の 宇佐 美 准 教 授 を 研究 チー ムリ ー ダ ー と する 戦略 的 研究 プロ ジェ ク 
ト 「 地 域 の 公共 交通 手段 の サス ティ ナブ ル 化 」 を 令 和 元 年 8 月 に 立ち 上 げた 。 こ の 研究 チー ム で は 、 利 用 者 、 公 共 
交通 事業 者 、 行 政 に と っ て 持続 可能 な 公共 交通 を 目指 すう え で 不可 欠 な 「 地 域 の 公共 交通 の 運行 実態 及び 利用 実態 
の 可視 化 」 を 図る た め 、 車 載 設備 が 不要 で 安価 に 導入 で きる キャ ッシュ レス 決済 シス テム を 開発 し 、 そ こ か ら 得 ら 
れる ビッ グ デ ー タ を 活用 し て 、 A SO a 

本 作業 部 会 に お いて は 、 こ う し た 実績 を 基 に 、 各 自治 体 に 対し 、 地 域 に お ける 公共 交通 の 運行 実態 及び 利用 実態 
の 調査 ・ 分 析 を 支援 し 、 地 域 の 公共 交通 の サス ティ ナブ ル 化 に 人 言 き 実証 実験 を 通し て 、 地 域 の 公共 交 
通 の 維持 に つなげ て いく こと を 目的 と する も の で ある 。 

な お 、 研 究 チ ー ム が 開発 し た キャ ッシュ レス 決済 シス テム は 、 公 共 交 通 の 利用 状況 に 係る デー タ だ け で は な く 、 
公共 交通 利用 者 の 地域 で の 購買 行動 や 公共 施設 の 利用 状況 な どの デー タ に つい て も 収集 可能 な も の で あり 、 か つ 、 
これ ら に 活用 で きる 地域 ポイ ント や や 地域 通貨 な どの 活用 も で きる こと か ら 、 地 域 の 商店 街 や 公共 施設 な ど を 含め た 
地域 の 活力 維持 に 繋が る よう な 展開 に つい て も 検討 し て いく 。 











2 組織 


(1) 


作業 部 会 座長 
宇佐 美 誠 史 (うさみ せい じ ) 





・ 岩 手 県 立 大 学 総合 政策 学部 礁 教授 、 地 域 政策 研究 セン ター 地域 社 会 研究 部 門 長 
・ 学 位 : 博士 (工学 ) 
・ 専 門 分 野 の 交通 計画 学 、 都 市 計画 学 を 基盤 に 、 高 校生 へ の キャ リア 形成 を 意識 し た まち づく り 学 習 や や 市町村 の 


都市 ・ 交 通 政策 へ の 助言 、 安 全 で 快適 な 自転 車 利 用 環境 な ど に も 取り 組ん で いる 。 
作業 部 会 員 


・ 岩 手 県 立 大 学 
・ 岩 手 県 (ふる さと 振興 部 交通 政策 室 ほ か ) 





“岩手 大 学 

・ 岩 手 経済 同友 会 

・ 岩手 県 商工 会 識 所 連合 会 

事务 局 

岩手 県 立 大 学研 究 ・ 地 域 連 携 室 に 置く 。 

活动 

地域 の 公共 交通 の サス ティ ナブ ル 化 に 向け た 取組 


・ 各 目 治 体 に 対す る 運行 実態 及び 利用 実態 の 調査 ・ 分 析 の 支援 
・ 各 自治 体 の 公共 交通 に 係る 政策 提言 や 実証 実験 等 
・ 各 自治 体 の 担当 者 を 対象 に し た 勉強 会 等 の 開催 





地域 社会 の サス ティ ナブ ル 化 に 向け た 取組 


・ 地 域 で の 購買 行動 や 公共 施設 の 利用 状況 等 の デー タ 収 集 及 び 活用 に 向け た 検討 
・ 当該 デー タ を 活用 し た 公共 交通 を 含む 実証 実験 等 へ の 展開 に 向け た 検討 


资料 2 





令 和 2 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (2) に より 、 令 和 2 年 度 活動 実績 に つい て 、 次 の と お り 
承認 を 求め る 。 


令 和 3 年 7 月 8 日 


いわ て 未来 づく り 機構 令 和 2 年 度 実績 報告 


1 総会 ラウ ンド テー ブル の 


・ ラ ウン ド テ ー ブ ル メ ン バ ー の 承認 ・ 共 同 代 表 の 互層 ここ 
・「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に つい て 」 と 題し 、 議 か PL は も 
一 般 社団 法人 岩手 県 医師 会 会 長 小原 紀彰 氏 か ら 講 演 [和 区 和 
・「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 を 踏ま えた 今後 の 地 
域 医療 の あり 方 」 と 題し 、 学 校 法人 岩手 医科 大 学 理事 長 小川 彰 氏 か ら 講 演 
・「『 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る 今後 の 展望 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 
・「 い の ちと 健康 を 守り 、 生活 と な り わ いと 学び を 支え る 岩手 宣言 」 の 採択 


・ 令 和 元 年 度 実績 の 報告 及び 令 和 2 年 度 活 動 計 画 の 承認 





・「 地 域 を 牽引 する 産学 官 連携 及び 高等 教育 の 将来 像 」 と 題し 、 経済 産業 省 
東北 経済 産業 局長 渡 遺 政 嘉 氏 、 セ ルス ペク ト 株 式 会 社 代表 取締 役 兼 CEO 
岩渕 拓也 氏 か ら 講 演 

・「 本 県 に お ける 今後 の 産学 官 連携 の あり 方 」、「 県 内 高等 教育 機関 の 将来 
像 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 

・「 ウ ィ ズ コロ ナ に お ける 地方 創 生 x デジ タル 化 」 と 題し 、 株式 会 社 野村 総合 研 
究 所 社会 シス テム コン サル ティ ング 部 長 神尾 文彦 氏 か ら 講演 

・「 デ ジタル 化 を 活用 し た 取組 に つい て の 現状 認識 と 課題 」、「 デ ジタル 化 に 係 
る 今後 の 取組 の 方 向 性 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 

・ 合意 事項 「 デ ジタル 社会 の 実現 に 向け て 」 の 確認 7 


2 「 北 上 川 バ レー プロ ジェ クト 」 ア ドバイ ザ リ ー ボ ー ド 








画 シ ン ポ ジウ ム ・ 
セミ ナー 等 で の < 
講演 ② 場 所 . ホ テル ニュ ー カ リー ナ 
③ 内 容 :「 次 世代 人 工 知能 技術 の 社会 実装 の 取組 」 
講師 : 産業 技術 総合 研究 所 人 工 知能 技術 コン ソー シア ム 会長 本 村 陽 一 氏 
2 第 2 回 北上 川 バ レー プロ ジェ クト シン ポジ ウム 





① 開 催 日 : 令 和 3 年 3 月 12 日 ( 金 ) 

② 場 所 : ホテ ル シ テ ィ プ ラ ザ 北 上 (オン ライ ン 参 加 可 ) 

③ 内 容 :「 半 導体 産業 の 発展 が 国力 ・ 地 域 力 や 生活 環境 等 | こも た ら す 効果 | こつ いて 
講師 : ニク AI 藤 哲郎 氏 





① 開 催 日 の ※ オ ン ラ イン 開催 
② 内 容 :「 多 様 化す る 働き 方 と シェ ア 経 済 」 
= 内 閣 官房 シェ アリ ング エコ ノミ ー 伝 道 師 鞭 口 恵美 氏 





画展 開 研究 会 第 用 
(県 と パレ ー エ リア ① 開 催 日 : 令 和 2 年 1 月 12 日 ( 木 ) 
② 場 所 : サン セー Ee 


( 則 三 菱 合 研究 所 イ ベニ ニン サー ビス 開発 本 部 地域 DX 事業 部 長 堀 健 一 氏 に 
下 第 4 次 産業 早 命 技術 導入 の 観点 か ら の 助言 ) 





站 令 和 3 年 1 月 29 日 ( 金 ) ※ オ ン ラ イン 開催 
② 内 容 : 情報 提供 「 先 端 技術 を 活用 し た 地域 課題 解決 地域 交通 を 事例 と し て て 」 
講師 : 株 三菱 総合 研究 所 イノ ベー ショ ン ・ サ ービス 開発 本 部 地域 DX 事業 部 長 堀 人 


3 県 民 運 動 及び 作業 部 会 
県 民 運 
的。 部 会 名 [担当 楼 半 ]】 


イノ ベー ショ ン 推 進 
【 県 】 


= 
E 


4 その 他 





いわ て 復興 未来 塾 
【 県 】 


【岩手 大 ]】 


復興 
( 


子育て 支 


1 





医療 福祉 連携 
県 立 大 】 
県 


立 大 】 


主 な 活動 
・「 ド ロー ン 物 流 に 係る 先進 事例 と 制度 動向 」. を テー マ と し た 研究 会 を 開催 
「 未 来 技術 の 活用 に よる 地域 課題 の 解決 」 を テー マ と し た ワー クシ ョ ッ 
ブ を 開催 





・ ボ ラン ティ ア 派 遣 や 新 商品 開発 な どの 復興 支援 マッ チン グ を 実施 (22 
件 成立 ) 

・ か け 橋 ポー タル サイ ト や SNS 等 に より 、 被 災 地 の 様々 な 復興 関連 情 
報 を 発信 

・ 復 興 や 地域 つづ くり の 担い 手 の 育成 と 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り を 推進 
する 「 い わ て 復興 未来 事 」 を 開催 

・ 県 内 外 に 向け て 復興 の 姿 と 支援 へ の 感謝 を 発信 する 「 い わ て 三陸 復 
興 フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 


岩手 大 学 ホ ー ム ペー ジ 等 で の 周知 活動 や 、 県 内 企業 、 自治 体 等 へ の 
協力 要請 な ど 、 講 師 派遣 件 数 の 増 を 図る た め の 取 組 を 実施 
岩泉 町 に お いて 、 電話 型 IP 端末 に よる 高齢 者 の 安否 確認 シス テム の 
社会 実験 を 実施 (27 世 帯 ) 

AI スピ ー カ ー を 活用 し た 服薬 支援 見 守り の 社会 実験 を 実施 

「 子 育て & 働 く 」 を テー マ と し た ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー を 
開催 

・「 NZ 子育て 家庭 環境 視察 研修 」 を 遠隔 実施 


教育 -T『 い わ て の 師匠 』 泊 中 事業 」 に よる 講師 派遣 を 実施 (14 件 
3 
\ 


活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委 上 員 会 を 3 回 開催 。 





资料 3 


令 和 3 年 度 活動 計画 〈 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (1) に より 、 令 和 3 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 、 次 の 
と お り 承 認 を 求め る 。 


令 和 3 年 7 月 8 日 
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薄 四 


忆 冰 污 汤 


EL 


学 十 避 并 


トメ 4 


動 





いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 3 年 度 活動 計画 ( 案 ) 


【 第 3 フェ ー ズ 目標 (2018 年 度 こ 2022 年 度 ) 】 


科学 技術 の 進展 と 整備 が 進む 社会 基盤 を 生か し た 、 人口 減少 に 負け な い 地 域 づ くり 
て 県 民 の 幸福 を 守り 、 育 て る た め に _ 








ILC な ど 科 学 技術 の 進展 へ の 対応 


# slr 

国際 リニア コラ イタ ー を 、 成 移 凡 
AN 東北 に 潤 答 
TN N 








dal ai 








A Sh 





イノ ベー ショ ン 


推進 


岩手 県 科学 技術 イノ 
ベー ショ ン 指 針 に 基 
づく 岩手 型 イ ノ ベ ー 
ショ ン の 推進 


か け 橋 


復興 支援 プロ ジェ ク 
ト 「 い わ て 三陸 復興 
の か け 橋 」 の 推進 


人 ドロー ン 物 流 の 社 
会 実装 に 向け た 実 
証 実験 の 実施 

る 未来 技術 の 活用 に 
関す る ワー クシ ョ 
ッ プ の 開催 や 全国 
事例 の 調査 


る 復興 支援 マッ チン ク 
の 推進 

i 

る 復興 支援 ネッ トワ ー ク 
の 強化 





いわ て の 復興 教育 プ 
ログ ラム の 推進 支援 


復興 や 地域 づく り の 
担い 手 の 育成 及び 人 
材 の ネツ ッ トワーク づ 
くり 


復興 教育 の 講師 を 
派遣 する 「 い わ て 
の 師匠 」 派 遣 事業 
の 推進 


いわ て 復興 未来 塾 
の 開催 (3 回 ) 


医療 福祉 
連携 


地域 の 公共 交通 の サ 地域 包括 ケア に お け 
ステ ィ ナ ブル 化 の 推 る 情報 通信 技術 (Al 
进 loT) と 社会 技術 の 融 
公共 交通 の 運行 実 $「 新 し い 生 活 様 

態 及 び 利用 実態 の 式 」 に お ける 高齢 
調査 ・ 分 析 者 の 孤立 防止 の た 
自治 体 の 公共 交通 ” め の ICT 活 用 策 の 実 
に 係る 政策 提言 や 験 ・ 実 装 

実証 実験 の 実施 


1 1 














| 车 圭 机 に 和 情 未 三 
mp ば 収 ブ 5 


四 人 有価 の 欠 人 を 利用 し た 人 等 に する 李 の の 財 
発 | ② 機構 だ より 、 電 子 メー ル 等 を 利用 し た 会 員 向け 情報 提供 (随時 ) 
を | あ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一般 向け 情報 発信 

④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 


3 ミア 人 二 = 三 用 + ナニ 三脚 Pp(--p 


分 野 ・ 生 活 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 の 促進 に 向け た 助言 
技術 人 材 の 育成 に 向け た 助言 





* 令 和 2 年 度 実績 の 報告 
* 令 和 3 年 度 活動 計画 の 審議 


1 pa ed * 作 業 部 会 の 設置 

期日 及び 会 場 : 同 講演 「 長 野 県 伊那 市 の Society5.0 の 取り 組み に つい て 」 

进行 :( 暴 ) 石川 企画 委员 (講師 : 長 野 県 伊那 市 市 长 白鳥 孝 氏 ) 

・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 先 端 技術 を 活用 し た 地域 課題 の 解決 に つい て 」 
第 2 回 ラウ ンド テー ブル -作业 部 会 活动 报告 


・ デ ィ ス カッ ショ ン (その 時 点 に お ける 重要 課題 に 応じ テー マ を 決定 ) 


・ 講 演 及 び デ ィ ス カッ ショ ン 
(その 時 点 に お ける 重要 課題 に 応じ テー マ を 決定 ) 


進行 :( 商 議連) 菊池 企画 委員 
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いわ て 未来 づく り 機 構 作業 部 会 
令 和 2 年 度 実績 報告 及び 令 和 3 年 度 活動 計画 


医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 
子育て 支援 作業 部 会 





医療 福祉 連携 作業 部 会 


テー マ : 地域 包括 ケア に お ける 情報 通信 技術 (AI・IoT 含 む ) と 社会 技術 の 融合 





座長 : 小川 晃子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 

本 作業 部 会 で は 、 医 療 ・ 福 祉 が 連携 し た 地域 包括 ケア に 資す る た め に 、AI・IoT を 含む 情報 通信 技術 と 、 地 域 の 見 守り 体制 や 高齢 者 の 情報 リ 
テラ シー 向上 等 の 社会 技術 を 融合 し た モデ ル 開 発 と 実証 に 取り 組ん で きた 。 こ の 取り 組み は 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感 柴 予防 が 必要 な 現状 で 、 
高齢 者 の 孤立 化 や 虚弱 化 を 防ぐ 取り 組み に 直結 する も の で ある 。 

令 和 2 年度 の 代表 的 な 取り 組み は 、 風 泉町 全戸 に 導入 され て いる 「 び ぴー ちゃ ん ね っ と 」 を 活用 し た お 元気 発信 、AI ス ピー カー を 活用 し た 服 
楽 文 援 見 守り 、 ロ ボッ ト に よる 遠隔 集い の 場 の 3 点 で 、 社 会 実験 か ら 実装 を 目指 し て いる 。 











































































































1 令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 

① 令 和 2 年 8 月 27 日 ・ ① 岩手 県 立 大 学 地域 協 働 研究 と し て の 岩泉 町 に お ける 取り 組み 検討 会 議 (岩泉 町 お 元気 発信 の 社会 実験 推進 ・ 令 
10 月 13 日 ・11 月 4 日 ・ | 和 3 年 度 に 向け て 実装 づく り 話 し 合い ) 
12 月 7 日 ・ 令 和 3 年 2 | 

月 4 日 
















































































































































































② 令 和 2 年 8 月 11 日 ・ |② AI ス ピー カー 活用 服薬 見 守り 取り 組み 会 議 (服薬 支援 見 守り の 開発 と 滝沢 市 に お ける 社会 実験 2 ケー ス ・ 日 本 
9 月 19 日 ・12 月 17 日 | 遠隔 医療 学会 研究 大 会 発表 ・ 令 和 3 年 度 社会 実験 の た め の 助 成金 申請 ) 







































































@ 令 和 2 年 8 月 5 日 ・ |⑨ 介護 ロボ ッ ト ニ ー ズ ・ シ ー ズ 連携 協調 協議 会 岩手 県 協議 会 打ち 合わ せ ・WG (遠隔 通い の 場 を テレ ビ 会 議 シ ステ 
9 月 11 日 ・10 月 9 日 ・ | ム を 活用 し 社会 実験 ・ 評 価 ・ 次 段階 の 構想 作成 ) 

27 日 ・11 月 5 日 ・12 月 | 
3 日 ・8 日 ・15 日 ・17 | 
日 ・ 令 和 3 年 2 月 19 日 | 

















































































































③ 





令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 



































高齢 者 の 能動 的 な 安否 確認 











きま 





ステ ム 「 お 元気 発信 」 を 岩泉 町 | 
の 電話 型 IP 端末 に 実装 し 社会 | 
実験 を 行い 、 実 装 に 取り 組む | 























支援 見 守り の 社会 実 
実験 を 目指 す 。 





























② AIl ス ピー カー を 活用 し た 服薬 
験 を 行い 、 | 


連携 協調 協議 会 岩手 県 協議 会 の 








一 員 と し て 「 遠 隔 通い の 場 ロ ボ 


ッ ト Kadaru-Be」 の 人 社会 実験 


シ 四 岩泉 町 の 「 ぴ 
帯 が 活用 し た 社会 実験 を 行い 、 その 成果 を も と こ 令 和 3 年 度 か ら 町 全域 で の 実装 へ と 至っ た 。 









































| し た 





ー ち ゃ ん ね っ と 」 を # お 元 















































② AI スピ ー カ ー を 活用 し た 服薬 支援 見 守り を 開発 


















































の 助成 を 受け 、 岩 手 県 と 連携 し て 岩泉 町 で の 社会 実験 を 行う こと が 決定 し た 。 


介護 ロボ ッ ト ニ ー ズ ・ シー ズ @ 高齢 者 が テレ ビ の チャ ン ネ ル の よう に 人 簡単 な 操作 で 利用 で きる シス テム を 活用 し 、 い きい き サ ロン や 高 
































齢 者 大 学 を 遠隔 で 行う 社会 実験 を 滝沢 市 で 実施 し 
内 で の 早急 な 実装 へ と 進め て いる 。 










































気 発信 























時 高齢 世帯 52 の うち 27 世 





を 開発 し 、 安 家 地区 の 独 




















し 社会 実験 を 行い 、 令 和 3 年 度 は 岩手 いき いき 支援 財団 



































た 。 その 成果 を も と に 行政 ・ 社 協 等 の 理解 を 得 て 岩 手 県 














① 
② 





④ 


今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 








令 和 3 年 度 は 、 感 染 予 防 対策 が 必要 な 時 代 に お ける 高齢 者 の 孤立 を 防ぐ た め の 1ICT 活 用 























高齢 者 の 能動 的 な 安否 発信 シス テム 「 お 元気 発信 」 の 多様 な 環境 ・ 媒 体 に お ける 実 : 




















AlI ス ピー カー を 活用 し た 




















③ 遠隔 通い の 場 ロ ボッ ト の 実装 























服薬 文 

















援 見 守り の 社会 実験 ・ 実 装 


ICT を 活用 し た 見 守り 標準 化 へ の 取組 

















方 策 の 開発 ・ 実 装 に 継続 的 に 取り 組む 。 








と こう 
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いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 連携 作業 部 会 の 
実績 報告 活動 計 画 


地域 包括 ケア に お ける 情報 通信 技術 (AlloT 含 む ) と 
社会 技術 の 融合 


LL 『 上 | 
II 第 
| 
| 1. 
也 
Ey 





岩手 県 立 大 学 ”名誉 教授 " 特命 教授 
小川 晃子 


本 資料 の 無断 転載 ・ 複写 を 禁 り ます 


① 岩 泉町 安 家 地 区 で の 「 お 元気 発信 」 










お げん き 発 信 〇 〇 さん 今朝 の お か げん 
(1 日 1 回 ) る いか が で すか 。 





| 


岩泉 町 の 「 び いち ゃ ん ね っ 






































②Al ス ピー カー を 活用 し た 服薬 支援 見 守り 


⑤ お 薬 飲 ん で る ! 











④ 状態 を 通知 
「A さ ん は 薬 を 飲み まし た 」 


① お ぉ お 薬 を 飲む 時 間 で す 。 飲 
み ま し た か っ ? 


③ 状 態 を サー バー 蓄積 
高齢 者 A 

日 時 

お 薬 を 飲み まし た 


② の み ま し た ! 
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③) 介 護 ロ ボッ トニ ー ズ ・ シ ー ズ 連携 協調 協議 会 岩手 県 協 
議会 に よる 「 遠 隔 通 い の 場 Kadaru-Be」 





| 


3 ポリ 23 45 





UI 
Wo 
| 


か け 橋 作業 部 会 


「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 
担当 団体 : 岩手 県 


有史 (ふる 


さと 振興 部 県 北 ・ 治 岸 振興 室 ) 








テー マ : 三 
座長 : 及川 





要 で ある と の 考え 方 に 基づき 、 平成 23 年 か ら 、 被 災 地 が 抱え 























報告 要旨 


















































る 課題 と 県 P 





プロ ジェ クト 概要 
E 波 か ら の 復旧 





・ 復 興 に は 、 行 政 は も と より 広く 民間 等 の 取組 も 重 
民間 、NPO 等 の アイ デア や 行動 力 を 結集 させ た 取組 を 展開 








お ける 協 働 事業 の 復興 支援 マッ チン グ 








新 商品 開発 や コ 























東日本 大 震 災 由 
外 か ら の 支援 の 提案 を マッ チン グ し 、 行 政 や 
与 等 の 短期 的 な も の か ら 、 産 業 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 中 長期 的 な 課題 に 移行 し て き て いる 。 
ミュ ニテ ィ 支 援 等 の 分 野 に 









































被災 地 の 課 題 は 、 
令 和 2 年 度 は 、 短 』 














これ 3 











・ 以上 の 状況 を 踏ま え 、 
ッ プ を 行っ て いく 。 


物資 供 
的 な 寄付 な どの 支援 マッ チン グ の ほか 、 


する こと を 受け 、 旭 











' 











いた だ いた 企業 に お いて は 、 東 日 本 大 報じ 


災 津 波 か 
難しい 状況 に ある 























= 





が 成立 し た 。 
まで 復興 支援 と し て 事業 を 展開 
『 業 を 終了 する 企業 も み ら れ る 。 
国 的 な 影響 な ど に より 、 企 業 と し て も 東 日 
E で 関係 性 を 築い た 県 内 外 の 企業 と の 繋が り を 継続 し な が ら 、 丁 寧 な フォ ロー ア 








れ ま 
A es ご 











ら 10 年 が 経過 
加え て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 人 
復興 支援 マッ チン グ に つい て は 








本 大 岩 炎 津波 の 被災 地 の み を 支援 する の が 野 




















令 和 2 年 9 月 16 日 





令 和 3 年 3 月 17 日 





令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 


第 15 回 作業 部 会 開催 
か け 橋 作業 部 会 の 活 生 
， 当 部 会 の 来年 度 の 方 向 性 


助 状 況 に つい て 
(に つい て 




















第 16 回 作業 部 会 開催 
・ 令 和 2 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 
・ 令 和 3 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
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2 令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ 

















(1) 復興 支援 マッ チン グ 
短期 、 中 長期 の 支援 に つい て 以下 の 2 系統 の 体制 で 対応 。 

① 短期 的 支援 | 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 支援 マッ チン グ は 
の ニー ズ が ある こと か ら 継 続 し て 対応 。 | 

② 中 長期 的 支援 

産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 支援 マッ チン グ の 要請 に 

重点 的 に 対応 。 










































































【目标 : 支援 件 数 15 件 】 


(2) 復興 関連 情報 の 発信 
被災 地 の 復興 の 進捗 状況 や 様々 な 活動 を 復興 支援 ポー タル サ | 





























1 ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 や ツイ ッ タ ー、 フェ イス ブッ ク | 
昌和 情報 発信 。 | 
【目标 : : ポー タル サイ ト 等 アク セス 数 220.000 ア クセ ス 】 











(3) 復 典 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 

















i うた め 、 都 内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネ ットワーク 会 | 
議 」 を 開催 し 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化す る 。 























【 目 標 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 90 社 】 









| ① 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 」 に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 実 





区 三陸 地域 の 魅力 の 発信 に 努め た 。 





沿岸 被災 地 の 現状 や ニー ズ の 紹介 と 、 支 援 企業 の 活動 に つい | 


TMR ペッ u 。 ーー つ ワ っ だ 





















































施し 、8 件 を マッ チン グ 。 


























@ 業務 委託 先 の (一 間 県 と し て の これ まで の 上 繋が り を 生か し た 


企業 へ の ヒア リン グ 等 に より 、 新 商品 開発 や コミ ュ ニ ティ 支援 等 の 分 野 で 計 
ho 


























か け 橘 ポー タル サイ ト や SNS 等 に より 、 被 災 地 の 様々 な 復興 関連 情報 を 発信 。 

















【 実 績 : 209.589 ア クセ ス 】 


「 岩 手 か け 橋 共 食 ネ ットワーク 会 議 」 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 防止 
人 東日本 大 震 災 津波 か ら 10 年 の 節目 を 迎え 
| る に あたり 、 こ れ ま で マッ チン グ に 至っ た 企業 に 対し 、 感謝 の メッ セー ジ を 送付 
| a ネッ トワ ー ク の 維持 ・ 強 化 に 努め た 。 
























































| [実績 : ネッ トワ ー ク 構築 企 業 数 93 社 】 
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ウイ ルス に よる 全国 的 な 影響 や 、 日 本 各地 で 自然 災害 が 相次い で いる こと に より 、 RI 
また 、 復 興 の 段階 が 移行 する 中 で 、 被 災 地 の 課題 も 変化 し て き て お り 、 単なる 支援 物資 の 提供 で は ニー ズ に 応え られ な い 状 況 に 
この こと か ら 、 第 2 期 復興 ・ 創 生 期間 が 満了 する 令 和 7 年 度 を 見 据え 、 首 都 圏 人 在 業 の みな ら ず 、 県 内 企 a 
りな が ら 、 マ ッ チ ング を し て いく 必要 が ある 。 

















































































































① 首都 圏 の 企業 の シー ズ と 被災 地 の 団 体 の ニー ズ 双 方 の 的 確 な 把 所 
② 当 プ ロジ ェクト と その 成果 の 情報 発信 
③ これ まで 関係 を 構築 し た 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 と の 関係 性 の 継続 
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ee 


復興 支援 の マッ チン グ に あたっ て は 、 こ れ ま で 築い て きた 企業 等 と の 関係 性 を 継続 し て いく こと が 重要 で ある こと か ら 、 1 件 ずつ 丁寧 な フォ ロ 
ー ア ッ プ や 企業 等 と の 意見 交換 を 行っ て いく こと と と し 、 目 標 値 に よら な い マ ッ チ ング を 継続 し て いく 。 


NN 


























































































































継続 案件 を 中 心 に 、 か け 橋 作業 部 会 が 直営 で セッ チン グ を 行っ て いく 。 
産業 再生 等 に 係る 支援 マッ チン グ に つい て は 、 連携 や 協 働 に 意欲 の ある 企業 を 中 心 に 、 必要 に 応じ て 企業 へ の ヒア リン グ を 行い 、 事業 化 に 向け て 取り 
組む 。 
物資 供与 や 寄付 な どの 支援 マッ チン グ は 、 窓口 と な っ て 支援 相談 を 受け 、 内 容 に 応じ て 県 関係 部 局 等 と 連携 し な が ら ニ ー ズ に 応じ た マッ 
チン グ を 行う 。 














(2) 復興 関連 情報 の 発信 
被災 地 の 復 興 状 況 や 、 三 陸地 域 の 魅力 を 発信 する た め 、「 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 」 の 公式 ホー ムペ ー ジ や SNS (Twitter、Facebook、 
Instagram) で 情報 発信 を 行い か が ら 、 こ れ ま で の 関係 性 を 継続 し て いく 。 


(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
新型 コロ ナウ イル ス の 影響 に より 訪問 で の 打合せ が 困難 で ある こと か ら 、 オ ン ラ イン を 中 心 と し た 打合せ や 、 年 1 回 の か け 橋 共 創 ネッ トワ 
ー ク 会 議 の 開催 な ど を 通じ て 企業 等 と の 関係 性 を 継続 し て いく 。 
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【 取 組 事 例 ①】 


令 和 2 年 度 の 主 な マッ チン グ 事 例 


豊田 合成 岬 








1 東日本 大 震 災 復興 支援 の 一 環 と し て 、 岩 手 県 の 被災 地域 に お ける 「 明 る く 安 全 な 街 づ くり 」 の た め 、 こ れ ま で 








いた だ いて いる 。 
2 令 和 2 年 度 は 、 マ ッ チ ング の 結果 、 久 慈 市 に 60 基 を 寄贈 い た だ いた 。 





3 使 和 3 外 


【 取 組 事例 ②】 


同社 製品 で ある 「 丈 夫 な ゴム 手袋 


E 度 も 継続 し て 継続 し て 沿岸 地域 の 市 町 村 に 寄 購 いた だ ける と の こと で あり 、 














信人 地 二 人 出 




















マッ チン グ の 結果 、 計 10 市 町 村 12 団体 に 合計 1, 200 双 の 寄贈 を いた だ いた 。 











令 和 3 


年 度 も 継続 し て 支援 いた だ ける と の こと で あり 、 沿 岸 地域 の 団体 等 を 中 心 ( 
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沿岸 市 町 村 と 調整 中 で ある 。 





」 の 規格 外 品 を 、 治 央 地域 の 水産 加工 業者 や ボラ ンティア 団体 等 に 対し て 奇 央 し た い 旨 


こ 希望 調査 を 行っ て いる と ころ 。 


し て LED 防犯 灯 の 寄贈 を 


の 申し 出 を いた だ いた 。 





23 


【 取 和 组 事例 @】 有 办 三 DO《 习 力 : 刁 一 屯 术 卜 吕 之 分 央 

1 岩手 県 流通 課 の 事業 で ある 「 美 味 え も ん !! グ ラン プリ 2020」 に お いて 、 最 優秀 賞 に 選ば れ た 商品 を 、 同 社 が 楽天 市 場内 に 開設 し た オン ライ ン 
ショ ッ プ に お いて 、 3 万 円 分 買取 の うえ 販売 いた だ いた 。 

2 岩手 県 立 大 学 の 学生 団体 「 復 興 girls 称 boys*」 と の マッ チン グ に より 、 沿 岸 地域 の 食材 と 、 み ちの く コ カ ・ コ ー ラ 製品 を 掛け 合わ せ た ノ ン ア 
ノル コール カク テル (モク テル ) の 開発 を 進め て いる 。 (RS3 年 夏 ご ろ ( LO 定 ) 









































【 モ ク テ ル : プレ ゼン 大 会 で の 試作 品 】 【 モ ク テ ル : プレ ゼン 大 会 の 様子 】 


【 取 組 事 例 ④】 ブラ ザー 工業 幌 
1 三陸 鉄道 の 支援 on し 出 が あり 、 年 度 当 初 に 広告 費 と し て 60 万 円 の 寄付 を いた だ いた 。 
2 10 回目 の 3.11 に 合わ せ 、 支 援 の 申し 出 を いた だ き 、 令 和 3 年 3 月 11 日 に 運行 し た 三陸 鉄道 の 「 感 謝 の リレー 列車 
ティ と し て 、 同社 製品 の 不織布 マス ク 40 箱 を 寄付 いた だ いた 。 (乗客 1 人 に 対し て 1 箱 ) 
| pal OI TT ， 


















































【 広 告 費 寄付 に よる ヘッ ド マ ー ク 】 【 感 謝 の リレー 列車 で の ノベル ティ 1】 
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復興 教育 作業 部 会 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 





座長 : 田代 高 章 


担当 団体 : 岩手 大 学 








報告 要旨 











本 作業 部 会 で は 、「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 に 基づい た 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 平成 26 年 度 か ら 実 施し て いる 。 


「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 の 第 3 版 の 改訂 及び 


協議 し な が ら 、 より 利便 




















「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 開始 か ら 5 年 が 経過 し た こと に 伴い 、 岩 手 県 教育 委 





























E を 高め る た め 、 令 和 2 年 3 





| に 実施 要項 を 大 幅 に 改訂 し た 。 





























令 和 2 年 度 は 、 潜 在 的 な が ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派 遣 実 施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以 下 に つい て 重点 的 に 取り 組ん だ 。 
































〇 岩手 県 教育 委員 会 及び 各市 町 村 






































〇 実施 要項 に 基づき 、 



























































教育 委員 会 の 協力 の も と 、 改 訂 し た 実施 要項 を 県 内 全て の 小 中 高 及び 特別 支援 学校 に 配布 する と と も に 
事务 局 (岩手 大 学 ) の ホー ムペ ー ジ に 実施 要項 及び 事例 集 を 公開 する な ど 、 周 知 方 法 を 改善 。 
講師 の 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 継続 し て 実施 。 


























〇 講師 の 派遣 に 積極 的 な 県 内 企業 や 自治 体 等 へ の 協力 を 依頼 。 そ の 結果 、 派 遣 協力 機関 が 3 機関 増え 、 計 19 機 関 と な っ た 。 





〇 最終 的 な 派遣 件 数 は 

















全 

















令 和 元 年 度 と ほぼ 同様 (14 件 ) と な っ た が 、 新 型 コ ロナ の 影響 も あり 、 依 頼 内 容 が 多様 化し て いる 。 





ー ュ 




















令 和 3 年 2 月 15 日 “| 第 























1 令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 


1 回 復興 教育 作業 部 会 (書面 開催 ) 














・「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に つい て 























(実施 要項 改訂 版 の 最終 確認 、 今 年 度 計画 の 確認 ) 








2 回 復興 教育 作業 部 会 
































・「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に つい て 
( 











今年 度 活動 総括 、 派 遣 協力 機関 の 追加 承認 、 次 年 度 事業 実施 計画 の 確認 (実施 要項 の 一 部 改訂 、 周 知 方 法 の 確 











認 等 ) 
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2 令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 










































































「 い わ て の 師匠 」: 等 か ら の 依頼 に 基づき 、14 件 の 講師 派遣 を 実施 
業 の 実施 | ・ 新 型 コ ロナ の 影響 に より 、 社 会 科 見 学 な どの 学校 行事 が 減少 する 中 、 代 堆 手 段 と し て 本 事業 の 活用 を 希望 する 学 
| 校 が 発生 。 





























・ ビ ジネス プラ ン や キャ リア 形成 な ど 、 防 災 ・ 復 興 教育 以外 の テー マ を 希望 する 学校 が 増加 。 
| ・1 校 か ら 多様 な テー マ で の 派 中 依頼 が あり 、 複 数 の 機関 で その 要望 に 応え る よう な 事例 が 発生 。 
人 ラ 防 災 教 育 以外 の 分 野 に お ける 本 事業 の 意義 及び 成果 が 向上 。 























3 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 


引き 続き 潜在 的 な ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派 遣 実施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以 下 の 活 動 を 実施 する 。 




















(1) 実施 要項 の 定期 的 な 改訂 
派遣 協力 機関 の 新規 追加 及び 実施 内 容 の 変更 要望 に 対応 する た め 、 毎 年 度 未 に 派遣 協力 機関 に 対し 、 実 施 要項 に 記載 し た 内 容 の 修正 等 に 
関す る 照会 を 行う な ど 、 定 期 的 な 改訂 作業 を 実施 する 。 

































































(2) 教育 現場 へ の 効果 的 な 広報 の 方 策 

・ 県 内 全て の 小 中 高 及 び 特 別 支 援 学 校 へ の 周知 に 加え 、 現場 の 教員 が 集まる 「 岩 手 県 指導 主事 会 議 」 や 「 い わ て の 復興 教育 ・ 防 災 教 育 研 究 講 
座 」 で の 広報 、 ブ ロッ ク 毎 の 説明 会 な ど 、 教 育 委 員 会 の 協力 を 得 な が ら 多 様 な 場 で の 広報 を 実施 する 。 
・ 昨 今 の デジ タル 化 推進 の 流れ も 踏ま え 、 実 施 要 項 や 実績 等 に つい て オン ライ ン で の 情報 発信 の 強化 を 図る 。 


















































































































































(3) 協力 機関 の 継続 的 確保 
時 代 に 合わ せ た 登 録 機関 の 継続 的 確保 が 必要 。「 い わ て の 復興 教育 」 で 掲げ る 教育 的 価値 (いき る 、 か か わる 、 そ な える ) を 踏ま え 、 防 災 
教育 以外 の 協力 機関 の 掘り 起こ し を 進め る 。 
























































(4) 令 和 3 年 度 の 活動 予定 
・ 3 月 下旬 : 教育 委員 会 経 貼 で 各 学 校 に 事業 案内 通知 を 配布 
・4 月 以降 : 依頼 に 基づく 講師 の 派遣 




















































































































分 5 月 末日 現在 で 5 件 の 派遣 依頼 (照会 中 を 含む ) あり 。 
・6 月 以降 : 作業 部 会 の 開催 (1 ~2 回 程度 を 予定 ) 
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いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 
に 動 \ 況 報告 


4 4 | 


( 令 和 2 年 度 ) 


座長 ”岩手 大 学 教育 学 部 教授 田代 高 章 


A 





1. いわ て の 復興 教育 ブロ グラ ム aaa 


・ 郷土 を 愛し 、 そ の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 の 育成 (復興 ・ 発 展 を 支え る ひと づく り ) 





岩 災 津波 の 教訓 か ら 得 ら れ た 教育 的 価値 (いき る ・ か か わる ・ そ な える ) を 具体 化し て 、 現代 的 な 
教育 課題 に 対応 し 、 これ まで の 教育 活動 を 補完 ・ 充 実 さ せる 


意 義 : 子ども た ち が 、「 民 災 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自 ら の 生き 方 ・ あ り 方 を 考え 、 
夢 と 未来 を 拓 き 、 社会 を 創造 する こと 」 が で きる よう に 、 県 内 全て の 学校 で 取り 組む こと 
に 大 き な 意 義 が ある 。 





〇 岩 災 津波 の 教訓 か ら 学 ん だ こと を 生か す 
〇 と ん な 時 で も 、 生き 抜く た め の 力 を 身 に 付け る 


目指 すべ き 成 果 : 
児童 生徒 の 学び は 学校 を 超え 、 地域 全体 に 広がり を 見 せ て いる 現状 に 対し て 、 児童 生徒 の 


学び を 支え る た め に 多く の 大 人 が 力 を 合わ せる こと に より 、 新た な 地域 の 姿 を 構築 する 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 で は 、 復興 を 支え る 人 材 育成 の た め 、 岩手 県 教育 委員 会 が 推進 する 


を 行う 。 





2. 復興 教育 作業 部 会 参画 機関 Gnasaaiamm 


部 会 会 员 机 关 オブ ザー バー 参加 機関 | “生来 横生 





Fm 立 
岩手 県 教育 委員 会 事務 局 富士 大 学 RS 


岩手 県 商工 労働 観光 部 特定 非 営利 活動 法人 
も の づく < くり 自動 車 産業 振興 室 いわ て 連携 復興 セン ター 


岩手 県 農林 水産 部 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 協力 機関 
農林 水産 企画 室 【※ 次 ペー ジ 参 照 】 


一 般 社 団 法人 岩手 経済 同友 会 
岩手 県 中 小 企業 家 同 友 会 


公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学 


計 、6 機 関 (8 部 賭 ) 
オブ ザー バー 参加 2 機関 


令 和 2 年 度 第 2 回 作業 部 会 よ た り 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 





協力 機関 に も オブ ザコ バー で の 参加 案内 を 実施 


3.「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 協力 機関 


機関 名 機関 名 機関 名 
中 ジニ 一 般 社団 法人 i 三 = 

株 式 会 社 岩手 銀行 岩手 県 宅地 建物 取引 業 協 网 会 岩手 県 信 用 保証 名 会 
加 地方 独立 行政 法人 加 に だ に 1 
公立 大 学 法人 株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 あい お い ニ ッ セ イ 同 和 損 害 保 
岩手 県 立 大 学 盛岡 支店 険 株 式 会 社 岩手 支店 ※ 
国立 大 学 法人 公益 財団 法人 岩手 県 復興 防災 部 消防 安全 
岩手 大 学 岩手 県 南 技術 研究 セン ター 课 ※ 
一 般 社団 法人 公益 財団 法人 号 Ss 
岩手 県 銀行 協会 人 石 ・ 大 枝 地 域 産業 育成 セン ター 株式 会 社 1BC 岩 手 放 送 ※ 
株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 一般 社団 法人 
盛岡 支店 岩手 県 医師 会 
公益 財団 法人 一 般 社団 法人 
岩手 生物 工学 研究 セン ター 岩手 経済 研究 所 
※ は 、 令 和 3 年 度 か ら の 新規 加入 機関 計 19 機 関 








4. 教育 的 価値 a か か わる ・ で 





妥 ジミ 5 天 
ee， 訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自ら の 生き 方 、 あり 方 を 考え 、 夢 と 未来 を 拓 き 、 社 会 を 創造 する 」 
た め に 必要 な 「 い きる 」「 か か わる 」「 そ な える 」 の 3 つの 教育 的 価値 と 具体 の 21 項 目 を 設定 し て いる 。 


復興 教育 作業 部 会 は 、 い わ て の 師匠 派遣 
し 、 支 援 を 行う 。 


か か わる 


か けが え の な い 生 命 
すべ て の 生命 は 、 か けが え の な いも の で ある こと を 実感 
し 、 大 切 に する 。 


自然 と の 共生 


自然 の 恵み や 美 し さ に 感動 する 心 と 塁 散 の 念 を 持ち 、 自 
然 と と も に 生き る こと に つい て 考え る 。 


価値 ある 自分 


どの よう な 状況 に お いて も 、 自 分 の 存在 を 認め 、 必 要 と さ 
れる 存在 で ある こと を 認識 する 。 


夢 や 希望 の 大 切 さ と や り 抜 く 強 さ 


夢 や 希望 を も つこ と は 、 生 きる 価値 を 見 出す こと で あり 、 
どん な 状況 に お いて も た くま し く 生 き て いく と いう 強い 意志 
と 態度 を 養う 。 


自分 の 成長 


自分 の 成長 や 生活 が 多く の 人 の 支え で 成り 立っ て いる こ 
と に 気づき 、 感 謝 の 気持 ち を も つこ と が で きる よう に する 。 


心 の 健康 


つら いこ と や 悲し いこ と 、 環境 か らく る スト レス な ど を 感じ 


た 時 の 対処 方 法 を 学び 、 自 分 自身 で 心 の 健康 を 維持 する 。 


身体 の 健康 


周囲 の 環境 を 理解 し 、 状 況 に 合わ せな が ら 安 全 に 気 を 
付け て 遊ん だ り 、 運 動 し た りす る 。 


家族 の きず な 


安心 し て 生き て いく た め の 生 活 基 盤 と し て 、 家 族 の 絆 を 大 
切 に する 。 家族 の 一 員 と し て 、 自 分 の 役割 を 果たす 。 


仲間 と の つなが り 


_ 互い に 支え 合う 仲間 を つく り 、 友 情 を 大 切 に する 態度 を 状 
う 。 


地域 と の つなが り 


幼児 や 高齢 者 の 人 々 ・ 障 が い の あ る 人 々 等 が 一 緒 に 生 
活 し て いる 地域 社会 の 人 の 思い を 知り 、 地 域 へ の 愛着 を も 
つこ と が で きる よう に する 。 


ボラ ンティア ・ 救 援 活動 


他 の 人 や 地域 社会 に 役立つ こと を 自分 か ら 進ん で 実践 し 、 


他人 の 喜び を 自分 の 喜び と し て 共感 する 。 


自分 と 地域 社会 


郷土 の 美しい 自然 、 伝 統 行事 ・ 卿 土 芸能 、 温 か い 人 の つ 
RN 安全 な まち を 願い 、 地 域 づ くり に か か わ 


復旧 ・ 復 興 の あゆ み 


岩 災 津波 等 の 自然 災害 で 被害 を 受け た 交通 網 や 産業 、 


住宅 や まち の 復旧 ・ 復 興 の 状況 を 調べ 、 安 全 で 生き 生き し 
た まち づく り に か か わる 。 


災害 に 備え る 地域 づく り 


次 の 災害 に 向け た まち づく り 、 地 域 づ くり に か か わる 。 


店 事 業 を 通じ て 、20 の 派遣 実施 機関 が それ ぞ れ 「 い きる 」「 か か わる 」「 そ な える 」 に 沿っ た テー マ を 設定 


自然 災害 の 様子 と 被害 の 状 : 


震 災 津波 等 、 自 然 災 害 の 様子 と 被害 の 状況 に つい て 理解 する 。 


辰 災 / 


自然 災 発 生 の メカ ニズム 


岩 災 津波 等 、 自 然 災 害 が 発生 する メカ ニズム や それ ぞ れ の 災害 に 


辰 災 ? 


つい て 理解 する 。 


自然 災害 の 歴史 
過去 に 起き た 自然 災害 や 自然 災害 と 共存 し て きた 人 々 の 努力 や エ 


夫 な ど に つい て 調べ 、 防 災 ・ 減 災 に つい て 理解 する と と も に 、 次 の 世 
紅 へ 語り 継い で いく 。 


災害 の ライ フラ イン ・ 地 域 経済 へ の 影響 

岩 災 津波 等 、 自 然 災 害 の 被害 に よる 教訓 を も と に 、 水 ・ 電 気 ・ ガ ス ・ 
灯油 ・ ガ ソリ ン ・ 道 路 な どの 供給 ・ 輸 送 シ ステ ム や その 大 切 さ を 理解 
し 、 ラ イフ ライ ン が 止ま っ た 時 に 対応 で きる よう に する 。 


災害 時 に お ける 情報 の 収集 ・ 活 用 ・ 伝 達 

岩 災 津波 等 、 自 然 災 害 の 被害 に よる 教訓 を も と に 、 情 報 の 大 切 さ 、 

MNO 選択 ・ 判 断 、 発 信 の 方 法 な ど に つい て 理解 し 、 活 用 で き 
うに する 。 


[ < = 
学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で の 日 頃 の 備え 
避難 場所 や 避難 方 法 、 避 難 経 路 を 把握 し て 、 安全 に 避難 する 。 家 
具 の 安全 対策 、 避 難 の 方 法 や 落ち 合う 場所 、 非 常時 持ち 出し 品 、 放 
射線 に つい て の 正しい 理解 な ど 、 学 校 や 家庭 で で きる 防災 対策 を 行 
う 。 地域 の 防災 シス テム を 理解 し 、 防 災 活 動 に 参加 する 。 


身 を 守り 、 生 き 抜く た め の 技能 


危機 を 予測 (回 避 ) し 、 災 害 や 事故 に 直面 し た 際 に 自 他 の 体 を 守り 、 
被害 を 最小 限 に 止め 、 非 常時 に 生き 抜く 技能 を 身 に 付け る 。 





(1) 目標 
① 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 
引き 続き 各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 行う 。 


② 学校 側 の ニー ズ に 沿っ た 活動 の 検討 


(2) 活動 計画 
潜在 的 な ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派 遣 実施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以下 の 活動 を 


重点 的 に 実施 。 


① 令 和 2 年 3 月 付け で 改訂 し た 、「『 い わ て の 師匠 』 派 遣 事業 実施 要項 」 に 基づき 、 講 師 の 派遣 ・ 
プロ グラ ム の 提供 を 継続 し て 実施 する 。 


② 岩手 県 教育 委員 会 及び 各市 町 村 教 育 委員 会 の 協力 の も と 、 実 施 有 要項 等 を 県 内 小 ・ 中 ・ 


高等 学校 及び 支援 学校 等 に 配布 する と と も に 、 事 務 局 (岩手 大 学 ) の ホー ムペ ー ジ に に 実施 要項 
及び 事例 集 を 公開 し 、 周 知 を 行う 。 


(3) 以下 の 時 期 を 目途 に 作業 部 会 を 開催 し 、 委 上 員 に 内 容 を 共有 する 。 
・ 実施 要項 配布 先 等 確認 時 (5 月 )※ 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 拡 大 の 影響 に に より 、 メ ー ル 開催 
・ 今 年度 活動 状況 の 報告 及び 次 年 度 以降 の 改善 事項 に 関す る 検討 等 (2 月 ) 





6. 令 和 2 年 度 の 取組 状 : 





令 和 2 年 LU 目 妇 大 末 号 和 全 1 一 和 会 伍 府 号 到 全 上 和 目 去 
岩手 県 教育 委員 会 に て 、 今 年度 事業 計画 等 に つい て 意見 交換 


第 1 回 復興 教育 作業 部 会 開催 
6 月 8 日 ー「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 実 施 要項 (改訂 版 ) の 内 容 及び 送付 先 の 確認 、 
令 和 2 年 度 事業 計画 及び 令 和 2 年 度 に お ける 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 
講師 の 派遣 方 法 等 に つい て 検討 ご 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 要項 の 配布 ・ 公 開 
6 月 22 日 ー 岩 手 県 教育 委員 会 及び 市 町 村 教育 委員 会 を 通じ 、 県 内 全て の 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 
及び 特別 支援 学校 へ 配布 する と と も に 、 事 務 局 (岩手 大 学 ) ホ ー ム ペー ジ に 実施 
要項 及び 事例 集 を 公開 ~ 


8 月 (随時 ) 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 講師 の 派遣 


令 和 3 年 第 2 回 復興 教育 作業 部 会 
2 月 15 日 今年 度 活動 総括 及び 次 年 度 事業 の 実施 方 針 等 確認 








7. いわ て の 師匠 派遣 事業 実施 状況 ①( 令 和 2 年 度 ) 


| 岩手 県 信用 保証 協会 
史 手 県 立 人 
10 有 2 日 計 3 年 呈 602c 同仁 店 科目 「 課 題 研究 」 に お ける 企業 まで の 流れ 、 ビ 
盛岡 商業 高等 学校 ④11 月 6 日 同 大 川 康 亮 ジネス プラ ン を 学 ぶ 
10 月 8 日 2 年 生 100 名 地域 防災 研究 セン ター 教授 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で の 日 頃 の 備え 、 防 災 教 育 に 
福留 邦洋 関わ る こと 
北上 市 立 oe mA (「 ま ちあ る き 」 を 行っ た 後 、 交 通 安全 、 生 活 
黒沢 尻 北 小 学校 行政 担当 0 名 ここ は 安全 の 視点 に よる 「 安 全 マ ッ プ 」 の 作成 を 行 
地域 代表 20 名 う ) 
岩手 大 学 講話 さ 演習 に 
一 天 市 立 11 月 11 卓 。 全校 生徒 181 名 关于 全 市 pg ー 関 市 で 被害 が あっ た 岩手 宮城 内 陸地 震 な ど 地 
球鞋 中 学 校 教职员 16 名 大 时 估 害 特征 上 么 办 计 应 (備え ) を 中 心 と し 
(一 社 ) 岩手 県 銀行 協会 人 
常務 理事 菊池 芳 泉 
( 公 财 ) 岩手 県 生物 工学 研究 セン 8 . 
i ・ 植物 バイ テク の 今 、 昔 
盛岡 市 立 2 年 生 生徒 65 名 園芸 資源 研究 部 西原 昌宏 os 
乙部 中 学校 11 月 13 日 保护 者 20 名 = ゲノム 育種 研究 部 阿部 陽 ゲノム 解読 と 育種 へ の 利用 
(一 社 ) 岩手 県 宅地 建物 取引 業 協会 講演 : 
会 長 多田 幸司 ・ 君 の 可能 性 に か ける ンチ ャ ンス を 掴む に は 
岩手 保健 医疗 大 学 講演 
NN 教授 ・ 訪問 看護 っ て 何 ? 








7. いわ て の 師匠 派遣 事業 実施 状況 ②( 令 和 2 年 度 ) 





モエ 


奥州 市 立 
水沢 南 中 学校 


奥州 市 立 
前 沢 小 学校 等 学校 


盛岡 中 央 高等 学校 


11 月 9 日 


11 月 4 日 


11 月 30 日 


①11 月 30 日 
②12 月 7 日 
③3 月 9 日 


2 月 4 日 


3 月 4 日 


1 年 生 175 名 


2 年 生 212 名 


4 年 生 125 名 


AR コ ー ス 1 年 76 名 


1 年 生 75 名 


小 学 5 年 生 ~ 中 学 3 


年 生 14 名 


岩手 大 学 
地域 防災 研究 セン ター 客員 教授 
土井 宜 夫 


岩手 保健 医疗 大 学 
看護 学部 看護 学科 助教 
齋藤 史 枝 


Ey 


学 
地域 防災 研究 セン ター 特 任 助教 
熊谷 誠 


岩手 県 信用 保証 協会 
企業 支援 課 高橋 敏文 

同 大川 康 这 

同 栗谷 川 您 人 

岩手 医科 大 学 

災害 時 地域 医療 支援 教育 セン ター 
セン ター 長 

中瀬 智 放 

岩手 大 学 


地域 防災 研究 セン ター 教授 
福留 邦洋 


邊 和書 が 発生 する メカ ニ ズム ・ 自 然 災 害 の 
歴史 


講演 : 
災害 時 に まず 何 を する ? 何 が 必要 ? < 災害 に 
あっ た 時 に 大 事 な こ と 


講演 : 
・ 自 分 の 命 は 自分 で 守る 
・ 自 助 ・ 共 助 を 育む 


講演 : 
科目 「 い わ て 学 」 に お ける 企業 まで の 流れ 、 
ビジ ネス プラ ン を 学ぶ 


講演 : 

災害 に 備え る 地域 づく り 
・ 東 日 本 大 震 災 に つい て 
・ 災 害 医 療 に つい て な ど 


講演 : 

いき る 

・ か けが い の な い 生 命 
・ 自 然 と の 共生 





8. いわ て の 師匠 派遣 事業 の 実績 (TOPlC)① 


月 日 :10 月 8 日 

学 校 : 釜 石 市 立 登 石 中 学 校 中 学 2 年 生 94 名 

講師 :岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 福留 邦洋 教授 

内 容 : 講 演 ・ 演 習 「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で の 日 頃 の 備え 、 防 災 教 育 に 関わ る こと 」 


要 冒 

講義 で は 、 震 源 の 分 布 を 世界 地図 で 確認 し 、 日 本 で 世界 の 地震 の 20%% が 起こ っ て いる こと 、 災 害 と は 自 
然 の 力 が 人 の 生活 に 被害 を 与え る こと で ある こと 、 よっ て 災害 は 自然 の エネ ルギー だ け で な く 人 の 生活 に ど 
の 程度 の 被害 が 出 た の か と いう こと の 2 つの 積 で 考え な けれ ば いけ な いこ と 、 災 害 伝言 ダイ ヤル の 使い 方 、 
避難 所 運営 、 ボ ラン ディ ア な ど 多 岐 に わた っ て お 話し いた だ いた 。 

演習 で は 、 学 区 の 地図 に 自分 の 自宅 、 避 難所 と 避難 場所 、 浸 水 区 域 や 土砂 災害 の 危険 性 が ある 場所 を プ 
ロッ ト し 、 ど の よう な 避難 行動 を と る べき か を 学ん だ 。 


生徒 か ら の 感想 (抜粋 

今回 の よう に 白地 図 と 照ら し 合わ せ て 詳し い 浸 水 地域 、 土 砂 崩 れ の 危険 性 が ある 箇所 な ど を 調べ た の は 
初め て で し た 。「 想定 に と ら わ れ な い 」 と か 「 そ の と き に な っ て みな いと 分 か ら な い 」 と いっ た こと は よく 聞き ます 
が 、 今 回 の よう に 前 も っ て 確認 し て お いた 方 が 安心 だ な と 思い まし た 。 


授業 ・ 講 演 等 に よる 効果 

生徒 の 感想 に も あっ た よう に 、 ハザード マッ プ を 見 て は いて も 、 実 際 
と が 難し い 状 況 に あっ た 中 、 この よう な 機会 を いた だ いた こと で 、 実 感 を 持っ て 避難 行動 に つい て 考え る こと 
が で きた と 感じ る 。 
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8. いわ て の 師匠 派遣 事業 の 実績 (TOPIC)② 


月 日 :11 月 13 日 

学校 : 盛 岡市 立 乙部 中 学校 中 学 2 年 生 15 名 、 保 護 者 7 名 
講師 : 岩手 県 銀行 協会 菊池 芳 泉 常务 理事 

内 容 : 5 演 一 ・ 演 習 「 生 活 ョ 計 ・ マ ネー プラ ン ゲ ー ム 」 


要 冒 

講師 の 方 の 進行 で 、 カ ー ド ゲー ム 教 材 「 生 活 設計 ・ マ ネー プラ ン ゲ ー ム 」 を 行っ た 。 内 容 は 20 ン 40 歳 
まで の 人 生 の 中 で 得 ら れる お 金 や 支出 に は どん な も の が ある か 、 引 いた カー ド の 結果 か ら ゲ ー ム 形式 
で シミ ュ レ ーション を 行っ た 。 

参加 し た 生徒 は 15 名 。 他 に 保護 者 7 名 も 授業 参観 と し て 教室 の 後ろ る で 生徒 の 活動 を 参観 し た 。 


生徒 か ら の 感想 (抜粋 ) 

マネ ー プ ラン ゲー ム の 中 で 、 ロー ン に 頭金 が 必要 な こと や 、 支 出 の 中 に 

て 知り まし た 。 難し い 「 三 大 資金 」 の こと 、 站 
た の で 、 そ の 仕組 みな ど を 生か し て 進路 に つい て も 考え て いき た いと 思い ます 。 





9. いわ て の 師匠 派遣 事業 令 和 2 年 度 の 傾向 


(1) 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 派遣 依頼 数 、 実 施 時 期 
令 和 3 年 2 月 1 日 時 点 で 10 校 (延べ 14 件 ) よ り 依頼 (昨年 度 実績 :13 件 ) 
・ 派遣 時 期 は 9 月 3 月 (全体 的 に 実施 時 期 が 昨年 度 より 遅 め ) 


27 年 度 見 られ る 新た な 傾向 


下村 活用 苦于 校生。 

。 ビジ ネス プラ ン や キャ リア 形成 な ど 、 防災 ・ 復 興 教 育 以 外 の テー マ を 希望 
る 学校 が 増加 。 
1 校 か ら 多 様 な テー マ で の 派遣 依頼 が あり 、 複数 の 機関 で その 要望 に 応え 


る よう な 事例 が 発生 。 


と ヶ 「 い わ て の 復興 教育 」 で 掲げ る 「 岩 災 津 波 の 教訓 を 後世 に 語り 継ぎ 、 自 ら の 生き 
あり 方 を 考え 、 夢 と 未来 を 拓 き 、 社会 を 創造 する 」 た め に 必要 な 「 い きる 」「 か 
キイ ネイ 方 炎 教育 以外 の 分 





10. 年 度 別 受講 機関 数 、 受 講 者 数 の 推移 








16 2.500 
14 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 が 実績 増 に 
大 きく 寄与 a 
12 "H30 年 度 1 件 86 名 > R1 年 度 13 件 2,244 名 / 
・R2 年 度 も 受講 機関 数 が 増え る な ど 、 順調 に 推移 
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平成 26 年 度 平成 27 年 度 平 成 28 年 度 平成 29 年 度 平 成 30 年 度 信和 1 年 度 令 和 2 年 度 








今後 の 課題 


(1) いわ て の 師匠 派遣 事業 登録 機関 の 増加 方 策 
テ 実施 要項 改正 前 は 20 機 関 登録 っ 改正 後 は 19 機 関 が 登 録 (R3 年 度 か ら 3 機関 追加 ) 。 
時 代 に 合わ せ た 登録 機関 の 継続 的 確保 が 必要 。 
教育 的 価値 (いき る 、 か か わる 、 そ な える ) か ら 考 える と 、 今後 は 防災 教育 以外 の 
講師 派遣 が 重要 と な る 。 


(2) 実施 要項 改正 後 の 広報 
二 教育 現場 へ の 効果 的 な 広報 の 方 策 


改訂 後 の 実施 要項 を 県 内 全て の 小 中 高 (特別 支援 学校 を 含む ) に 配布 し 、 一 定 の 周知 
効果 は 出 て いる 。 


令 和 2 年 度 は 新型 コロ ナ の 影響 で 実施 で き な か っ た が 、 岩 手 県 教育 委員 会 の 協力 を 得 


な が ら 、 現 場 の 教員 が 集まる 「 岩 手 県 指導 主事 会 議 」 や 「 い わ て の 復興 教育 ・ 防 災 教 育 
研究 講座 」 で も 広報 し て いる が 、 ブ ロッ ク 毎 の 説明 会 な ど 、 多 様 な 場 で の 広報 も 必要 。 

今 の デジ タル 化 推進 の 流れ も 踏ま え 、 実 施 要項 や 実績 等 に つい て オン ライ ン で の 情 
報 発信 の 強化 が 必要 


新た な ステ ー ク ホル ダー と の 関わ り 方 
「 い わ て の 復興 教育 」 を さら に 推進 する うえ で も 、 児童 生徒 を 取り 巻く 環境 に 対し て も 、 
「 い わ て の 師匠 派遣 事業 」 に よる 貢献 が 可能 で ある こと を 確認 。 

今後 は 、 教 員 向 け 、 保 護 者 向け に 対応 する プロ グラ ム の 検討 も 必要 。 











いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 





报告 要 上 由 


座長 : 菊池 芳彦 


担当 団体 : 岩手 県 (復興 防災 部 ) 








復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 に 学び の 場 を 提供 する と と も に 
人 材 の ネッ トワ ー ク づく り を 推進 する た め 、 リ モー ト を 活用 し な が ら 
全 1 人 回 開催 以 た 。 





復興 フォ ー ラ ム 」 を 完 




































































相互 の 連携 や 交流 を 図り な が ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 と 
、「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 2 回 、 未 来 塾 の 要素 を 取り 入れ た 「 い わ て 三陸 















































1 令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
一 い わ て 復興 未来 塾 開催 実績 



































※WEB 視聴 :80 名 
(参考 ) 








事後 WEB 再生 回 数 :400 
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日 程 会 场 テー マン 講師 ・ パ ネリ スト 
山田 町 : 復 興 ま ち づ く り 状 況 視察 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 
服部 真理 氏 (や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ー ロ ー) 
山田 町 : 陸中 山田 駅 周辺 
大 棚町 : お し ゃ っ ち 多 目的 ホー | 事例 報告 会 
ル 「 東 日 本 大 岩 災 津波 の 教訓 と 復興 の 姿 10 年 目 の 沿岸 被災 地 か ら …」 
上 大 樋川 水門 ・ 小 鑑 川 水門 “ 司 会 
第 1 回 (日 (参加 者 計 146 名 ) 服部 真理 氏 
※ 会 場 参加 :66 名 “事例 报告 者 


中 大 要 高 校 复 内 研究 会 (高校 三 


年 生 ) 











② 佐 々 木 美 智 穗 助産 師 ( 山 











町 健康 子ども 課 子 育て 世代 包括 支援 セン ター) 





③ 中 谷 恭 右 技師 








(沿岸 広域 振興 局 土木 部 復興 まち づく り 課 ・ 


・ コ メン テー ター 


神谷 未 生 氏 (一 社 お ら が 大 楠 夢 広場 代表 理事 ) 
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静岡 県 派遣 
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エス ポワール いわ て 
(参加 者 計 283 名 ) 























基調 講演 


「 東 日 本 大 震 災 か ら 10 年 テレ ビ が 伝え た こと Be a. 





山田 理 氏 ( 和 帽 岩 手 朝日 テレ 


ビ 営 業 部 アシ スタ ント マネ ー 


0 





事例 報告 
* 事 例 報 告 ①「 瓶 ドン 誕生 物語 







































































































































































第 2 回 R3.01.31 | ※ 会 場 参加 :40 名 松浦 宏隆 氏 (宮古 市 産業 振興 部 観光 課 
(日 ) | ※WEB 視聴 :243 名 も て な し 観光 係 係長 ) 
(参考 ) ・ 事 例 報 告 の ②「 復 興 は 発酵 と 健康 で 町 お こし 」 
事後 WEB 再生 回 数 :329 所 河野 通 洋 氏 ( 息 八 木 澤 商 店 代表 取締 役 社長 ) 
・ 司 会 人 首 ます よ 氏 (東日本 大 震 災 津波 伝承 館 解説 員 ) 
第 1 部 オー プ ニ ン グ 動 画 放 映 
いわ て 銀河 プラ ザ 0 复 和 10 年 の 歩み (県 内 取材 VTR) 
及び 県 内 4 箇所 (陸前 高田 市 、 ② 特 別 知事 対談 達 増 知事 と 小池 都 知事 の 対談 VTR 
訓 市 、 久 慈 市 、 釜 石 市 ) ・ ゲ スト 俳優 村上 弘明 氏 ( リ モー ト 出 演 ) 
いわ て (当日 の 視聴 ・ 司 会 進行 テレ ビ 岩 手 ア ナウ ン サ ー 万 京平 氏 
= 际 3, 230 回 ) 第 2 部 ゲス ト パ ネ ラ ー 発 表 
復興 フ R2.12.13 | (参考 ) ① 人 首 ます よ 氏 (東日本 大 震 災 津波 伝承 館 解説 員 ) 
ォ ー ラ (日 ) | 事後 視聴 回 数 :1, 011 回 (視聴 ② 赤 沼 喜 典 氏 (三陸 鉄道 帆 宮 古 駅 長 ) 
ム 期間 終了 ) ③ 柏 木 美子 氏 ( 息 街 の 駅 ・ 久 慈 企画 営業 課長 ) 








※ 完 全 リ モー ト 配 信 





④ 菊 池 の どか 氏 (いのち を つなぐ 未来 館 


・ 第 3 部 岩手 県 産品 PR コー ナー 
・ ゲ スト リポ ボー 




















ガイ ド ) 


ター 志田 友美 氏 、 い わ て 銀河 ブラ ザ 長 澤 店 長 


※ フ ォ ー ラ ム の 様子 は 編集 し 、 令 和 3 年 1 月 に テレ ビ 岩 手 で 放映 (4 日 間 ) 
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2 令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 












































目標 ・ 出 すべ き 成 果 (1) 活动 状 ; 
より 良 い 復興 の 実現 に 向け 、 復 興 に 関わ り た 。 了 第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 に つい て 












































































































































































































































































































































































































































いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学 | 山田 町 、 大 棚町 の 現地 視察 会 を 開催 し 、 直 接 復興 の 姿 を 確認 する 機会 を 設け る と と も 
び の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の | に 、 地 元 で 活躍 する 若者 ・ 女性 を 起用 し 、 防災 教 育 や 子育て 支援 、 まちづくり や 地域 活性 
交流 や 連携 を 図る 。 | 化 等 に つい て の 事例 報告 が な され た 。 
| イ 第 2 回 いわ て 復興 未来 塾 に つい て 
(2) 活動 計画 | 意 壇 者 に ジャ ー ナ リス ト を 起用 し 、 報 道 の 立場 か ら 見 た 震 災 と 復興 に つい て 基調 講演 
いわ て 復興 未来 塾 は 年 3 回 開催 する こと と | を いた だ いた ほか 、 沿 岸部 の 地域 資源 を 生か し た 取組 の 具体 的 な 事例 報告 を 実施 し た 。 
し 、 開 催 に 当たっ て は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 | ウ いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 
症 の 影響 を 路 ま え 、 感 染 防止 対策 の 徹底 を 図 | 未来 塾 の 要素 を 取り 入れ 、 知事 の 収録 参加 に よる 都 知事 と の 対談 や 、 ア ン テ ナ ショ ッ プ 
り 、 開 催 規 模 の 縮小 や リモ ー ト の 活用 、 テ レビ | 「 い わ て 銀河 プラ ザ 」 と 県 内 4 会場 (久慈 市 、 宮 古市 、 金 石 市 、 陸 前 高田 市 ) を リモ ー ト 
媒体 の 利用 な ど に より 、 復 興 の 姿 を 県 内 外 の 幅 | "で つない で 、WEB 上 で 事例 発表 を 行い 、 県 内 外 に 向け て 復興 の 姿 と 支援 へ の 感謝 を 発信 し 
広い 世代 に 重層 的 に 発信 する 。 | 286 
| エ 上 記 の 成果 
第 1 回 : 令 和 2 年 8 月 に 山田 町 及び 大 棚町 で 開 | ・ 若 い 世 代 の 視点 も 取り 入れ な が ら 、 様 々 な 事例 等 を 紹介 する こと で 、 多 様 な 世代 に 対 
催 予定 。 | し 、 復 興 へ の 参画 を 促す こと が で きた 。 
第 2 回 : 令 和 2 年 11 月 に 県 外 フ ォ ー ラ ム (東京 ) | ・ オ ン ラ イン 配信 を 活用 する こと で 、 会 場 に 参集 で き な い 遠隔 地 の 方 々 に 対し て も 、 本 県 
に お いて 、 oe の 復興 の 姿 を 発信 する こと が で きた 。 














ト 形式 で 開催 予定 。 
第 3 回 : 令 和 3 年 1 月 に 























盛岡 市 で 開催 予定 。 (2) 课题 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 収束 が 見 通せ な い 中 、 リ モー ト を 併用 し て 実施 する こと で 、 
※ 上 記 の うち 第 2 回 の 時 期 や 手法 を 変更 し 、 令 和 県 内 外 の 遠隔 地 等 を 含め た 多く の 方 々 に 本 塾 に 参加 いた だ き 、 関 心 を 寄せ て いた だ ける よ 
2 年 12 月 に 開催 し た も の 。 | う 、 オ ン ラ イン 視聴 に カカ を 入れ て いく 必要 が ある 。 
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上 BSP ERE 


取り 組み 、 復興 の ステ ー ジ を 更に 前 に 進め て いく た め 、 今後 と も 復興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学 


び の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 促進 する 。 


今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 


より 良い 復興 に 














(2) 活動 計画 


復興 五輪 開催 




































































の 機会 を 捉え 情報 発信 を 強化 する た め 、 オ リン ピッ ク 前 後 の 7 月 ・9 月 と 、3.11 に 向け て 機運 が 高まる 1 月 末 に 開催 する 。 








参加 者 は 広く 
未 来 熟 中 模样 法 




















県 民 を 対象 と し つつ 、 特 に 大 学生 等 の 若者 、 女 性 の 参加 を 促進 する 。 
リモ ー ト を 活用 し 、 イ ンタ ーネット (いわ て 希望 チャ ン ネ ル ) で 配信 する 。 











東大 り 継 ぐ で 日 条例 の 趣旨 等 の 周知 を 図る と と も に 、 追 悼 式 や 関連 イベ ン 











































































































































































































の 情報 提供 を 行う 等 に より 県 民 等 の 参画 に つなげ て いく 。 
い 復興 未来 半 ee 
De 未来 塾 和 開催 概要 

第 1 回 7/4 宮古 地域 に お いて 、 市 町 村 、 関 係 団体 (三陸 鉄道 等 ) と 連携 し 、 沿 岸 報告 会 や 復興 見 学会 G ク ーション ) を 
(会 場 : 宮古 市 ) (日 ) 開催 。 

第 2 回 9 /20 県 内 外 に 向け 、 い わ て の 復興 の 姿 や 事実 と 教訓 の 伝承 等 を テー マ に 、 令 和 3 年 度 に 延期 され て いた [日 本 
(会 場 : 陸前 高田 市 ) (月 ・ 祝 ) 災害 復興 学会 岩手 大 会 」 (事务 局 : 岩手 大 学 ) と 共催 

第 3 回 5/30 有識者 等 に よる 基調 講演 及び 沿岸 地域 で 復興 に 取り 組む 方 々 か ら の 事例 報告 を 行 5 
(会 場 : 盛 岡市 ) (日 ) Wi 2 
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は と り まり 
服部 真理 氏 (や まだ ワン タフ ル 体 験 ビ ピュー ロー) 
東京 都 出身 。 平成 26 年 か ら 山田 町 復興 
支援 員 に 着任 。 山田 町 の 体験 型 観光 の 窓 
ロロ 「 や まだ ワン ダフ ル 体 験 ヒュ ー ロ ー」 を 担当 。 
新た な 観光 プロ グラ ム の 開発 や 旅行 会 社 へ 
=。 の 営業 な と 、 業務 は 多岐 に わた る 。 復興 ま 
J ち 歩 き ウ アー 等 県 内 外 へ 山田 町 の 魅力 を 
発信 し て いる 。 

か みた に みお 
神谷 未 生 氏 (( 一 な ) ぉ 5 が 大 生 林 広場 代表 環 事 ) 
名 古屋 市 出身 。 東日本 大 震 下 津波 発光 
直後 より 大 槍 町 で 復 環 支援 に あたる 。 
2012 年 より 、 現在 代表 理事 を 務め る 「 お ら 
が 大 樋 夢 広場 」 に 所 属 。 復興 ツー リズ ム 事 
業 の 展開 や 高校 生育 成 事 業 、 今 年 4 月 よ 
心 と し た 地域 活性 化 に も 挑 


大 档 高 校 复归 研究 会 
大 棚 高 校 の 復興 研究 会 で は 、 大 苦 災 の 教 
訓 を 伝え る 生徒 手づくり の 紙芝居 を まとめ 、 

DVD 付き 絵本 「 伝 えた いこ と あの 日 、 私 は 
小学 2 年 生 だ っ た 」 を 制作 し た 。 震 災 を 経 
験 し て いな い 世 代 が 増え 、 紙芝居 形式 に よ 
り 手 到 に 何 度 も 読め る よう に 工夫 し な が ら 、 
苦 災 の 伝承 発信 に 取り 組ん で いる 。 


さき さき みち ほぼ 


佐々 木 美智 季 助産 師 

(山田 町 憧 麻子 ども 環 子 育て 世代 包括 支援 セ ヤン ター ) 
一 般 社 団 法人 オラ ンダ 島 に よる 復 環 支援 に 
より 2014 年 に [オラ ンダ 島 八 ウス 」 が 完成 。 
現在 、 こ こ を 拠点 に 放課後 児 草 カラ ブ や 子 
育て サロ ン を 実施 し て いる 。 
























注記 の 


十 










一 由 一 外 XU 











な か た に きょう すけ 


中 谷 恭 右 技師 (静岡 県 派遣 ) 
( 治 岩 让 域 所 轴 后 土木 部 效 居 到 方 7《D 穆 ) 


静岡 県 か 5 の 応援 派遣 職員 と し て 沿岸 広 
域 振興 局 に 勤務 。 大 楼 川 水 门 -小 塑 咱 
水門 の 水門 土木 工事 の 監督 中 と し て 、 工 
事 設 計 書 作成 、 現 場 管理 、 関係 機関 調 
整 等 を 担当 。 
















le6。23。 


11:00-15:40 
く 沿岸 報告 会 ログ ラム > 
山田 困 : 复 办 未 右 二 < 状况 视察 
大 神町 : 事 例 報告 

復興 の 現場 (水門 視察 


< 事例 報告 会 会 場 : 大 家 町 文化 交流 セン ター お し ゃ っ つ ち (定員 50 名 ) > 


〒028-1117 岩手 県 上 閉 伊 郡 大 欄 町 末広 町 1 番 15 号 
TEL 0193-27-5181 / FAX 0193-27-5182 





いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め 
て いく た め に は 、 復 軸 を 担う 個人 や 団体 な ど 
多様 な 主体 が 、 復 豊 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 
学び 合う と と も に 、 相互 に 交流 や 運 携 を し な 
が ら 、 復興 の 推進 に 生か し て いく こと が 求め 
られ ます 。 

この た め 、 岩手 県 内 の 産学 官 の 運 携 組 織 
「 い わ て 未 束 づく り 機 構 」 で は 「 未 来 づ くり * 
岩手 県 知事 = 人 づく り 」 と の 考え 方 の も と 、「 い わ て 復 盛岡 発 の 往復 シャ トル バス ( 無料 ) の 


達 増 拓也 興 未 来 熱 」 を 開催 し て いま す 。 ここ 案内 (乗車 定員 30 人 ) 


新しい 生活 様式 に 配慮 し た 実施 に つい て 当日 は 、 右 岡 か ら 現地 まで の 往 複 バス を 運行 し ます 。 座 鹿 数 
・ 参 加 者 の 皆様 は 、 検 温 、 マ スク の 着用 、 手 指 消毒 等 に に 明 り が あり ます の で 、 忠 込み は お 早め に お 願い し ます = 


二 角力 左 书 戎 LU 未 下。 又 夕 y 了 右 了 又 夕 荐 用 二 ※ 乗 車 前 の 検温 、 手 指 消毒 、 マ スク 類 用 に ご 協力 くだ さい = 

































交通 アク セス 三陸 鉄道 「 大 棚 駅 」 よ り 徒歩 10 分 だ り ま す 。 座席 数 を 減ら す 等 の 感 委 防 止 を 回 り 運 行 し ます 。 
会 場 に 関す る 情報 や 会 場 周 辺 の 地図 は に ちら か ら . 事例 報告 会 場 で は 三 密 空 間 を 届け る た め 、 【 和 路 】 盛 岡 駅 西口 8-15 発 一 岩手 県 庁 8-45 発 一 陸中 山田 駅 
ご ご覧 いた だ け ま す 。 な お 、 駐 車場 に は 限り が あり ま S| 座席 数 を 減ら し 一 定 の 間隔 を 保ち ます 。 お し ゃ っ ち 一 大 経 川 ・ 小 針 川 水門 


す の で 、 公 共 交通 機関 を ご 利用 くだ さい = 
https://www.town.otsuchi.iwate.jp/qyosei/ docs/ 
373322.html 


山田 町 
1909 0219 複 興 ま ち づ つくり 装 況 視 村 


昌 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 服部 真理 氏 
(や まだ ワン ダフ ル 体 験 ビュ ユー ロー) 


13:30 ~ 15:00 大 棚町 事例 報告 


服部 ”真理 氏 (や まだ ワンダフル 体験 ビュ ー ロ ー) - x 
1 

・ 大 構 高 校 復興 研究 会 に よる 防災 絵本 の 発表 (高校 生 に よる 発表 ) 现在 

・ オ ラン ダ 島 ハウ ス に お ける 山田 町 放 録 後 児 童 ク ラブ ・ 子 育て 

サロ ン の 紹介 (山田 町 司 員 に よる 報告 ) 二 和 ~~ 

* 大 楼 用 水 后 - ーー トー = こ 
沿岸 広域 振 員 局 応援 職員 に よる 報告 ) 
コメ ン テ ー タ ー 神谷 未 生 氏 “( 韦 信 术 大 档 幕 捧场 代表 理事 ) 


大 楼 是 復興 の 現場 
大 树 川 水 再 … 小 缮 川 水 门 视察 


また 、 扉 を 開け る な ど 換 気 に 努 め ま す 。 





【 復 路 】 大 箇 川 ・ 小 鐘 川 水門 15-30 発 一 守 手 県 字 8-00 輸 一 
R815 着 













問い 合わ せ 先 


いわ て 未来 づく り 機 構 E-mail で 申込 み FAX 又は 郵送 で 申込 み 


( 事 惫 局 : 岩手 录 复 机 局 复 网 推送 不 ) 件 名 を 「 第 1 回 いわ て 複 剛 未来 謀 」 と し て 、 下 | 下 所 of Po に 必要 事項 を ご 記入 の 

〒020-8570 磺 同 市 内 丸 L10-1 記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 皿 込み くだ さい 。 上 、 忠 込み くだ さい 一 

TEL : 019-629-69435/FAX : 019-629-6944 

E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 本 氏名 (ふり が な ) 四 胶 业 .所 村 . 团体 名 等 
住所 . 震 颖 库 号 . FAX メー ル ア ド レス 





下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 








郵送 の 場合 は 締切 日 必着 て お 願い し ます 。 


参加 プロ グラ ム (下記 申込 書 参 昭 ) 
ョ バス 利用 の 有無 (乗車 場所 含む ) 


第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 参加 申込 書 


职业 - 所 局 
团体 名 等 


Tel 








15:10 ~ 15:40 
Mail 


シャ トル バス 利用 の 有無 (と ちら か に 〇 を つけ て くだ さ し 责 


- 利用 する (乗車 場所 盛岡 駅 西口 ・ 県 庁 参加 プロ グラ ム (参加 する も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 複数 選択 可 ) 
・ 利 用 し な い ・ 山 田町 復興 まち づく り 状 況 視察 


定員 に 達し た 場合 、 ご 遠 褒 い た だ く 場 合 が あり ます 。 ・ 大 桂 町 事例 報告 “大 楼 町 现场 (水門 ) 视察 
EE UT TT TT 他 の 用 導 に は 一 合用 し ませ ん 45 


NMU QO 由 74.1% 


お 回 合せ : 岩手 県 復興 局 復 軸 推進 課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 


| いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 乱 淡 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め て いく た め に は 、 復 興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 が 、 復興 に つい て 幅広 く 
教え 合い 、 学 び 合 うと と も に 、 相互 に 交流 や 運 携 を し な が らち 、 復興 の 推進 に 生か し て いく ご と が 求め られ ます 。 

ご の た め 、 岩手 県 内 の 産学 官 の 運 携 紹 織 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 で は 、「 未 来 づ くり = 人 づく り 」 と の 考え 方 の ちと 、「 い わ 
蕊 复 轴 未 来 监 ] を 開催 し て いま す 。 


く 会 場 > 会 場 の 地図 等 は 下記 URL も し く は 、 OR コー ド か ら て 覧 いた だ け ます 。 


エス ポワール いわ て 岩手 県 盛岡 市 中 央 通 1- 1-3 


ES ーー 623-6251 http:/= 
※ 募 に は 限り が ご ざい ます の で 、 





下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 
定員 60 名 に な り 次 第 疑 め 切 り ま す 。 


PR E-mail で 申込 み | FAX 又は 郵送 で 申込 
EE ee 件 名 を 「 い わ て 搬 敵 未来 塾 参加 申込 」 と ; 下記 の 「 参 加 申込 書 」 に 必要 事項 を ご 記 : 
co し て 下記 の 「 参 加 申 込 書 」 に 記載 の 事 | 入 の 上 、 申 込み くだ さい 。 
FAX : 019-629-6944 項 を 、 メ ー ル 本 文 に ご 記入 の 上 、 申込 | 
Mail : AJ0001@pref.iwate.jp みく だ さい 。 ! 党 ー 

5 す 。 


DB _ | _ | -全 和 3 年 1 491m 
RE | ee | | EE cy 1 。 










職業 ・ 所 ~ 
ふり が な a TT ac 
TEL < 会 場 : エ スポ ワー ル い わ て 2 階 大 ホー ル > 
FAX 盛 同市 中 央 通り 1-1-38 
TEL 019-623-6251 
地 く イ ンタ ーネット 配信 > 
住 所 MAIL ニコ ニコ 生放送 AM 








ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 塗 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 
下記 会 場 に て 、 参 加 を 希望 する も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 


< 全 体会 > 13 : 30~15 : > 
会 場 : エス ポワール いわ て 2 階 大 ホー 







ぐ 内 陸 報 告 会 > 13 : 30~15 : 30 [ 人 省 ます ょ 氏 
会 場 : エス ポワール いわ て 2 階 大 ホー ル 

















岩手 県 公式 イン ター ネッ ト 番 組 二 コ ニコ 生放送 「 い わ て 希望 チャ ン ネ ル 」 に て 、 当 日 の 模様 を 
生 配 信 し ます 。 申込 等 は 不要 で す 。 ぜ ひご 覧 くだ さい . 
https: /ch. nicovideo Jp/iwate- -kibou 














了 5 
TI 652 CDE. EA に 










や まだ さと る 


14:25 ~ 14:55 


く 併催 > いわ て 三陸 


時 間 13:30~ て 15 : 30 


フォ ー ラ ム ・ い わ て の 


会 場 エス ポワール いわ て 大 ホー ル (定員 60 名 ) 


13:35 ~ 14:20 


14:55 ~ 15:25 


山田 理 氏 ( 唆 岩手 執 日 テレ ビ 営 業 局 営業 部 


アシ スタ ント マネ ー ジ ャ ー) 

盛岡 市 出身 。 平 成 17 年 岩手 朝日 
テレ ビス 入社 。 夕 方 ロー カル ニュ ー 
ス 番組 「 ス ー パ ー ] チャ ン ネ ル 」 
の メー ン キ ャ スタ ー を 約 10 年 務め 
る 。 高校 野球 の 実況 中 継 か ら ア ス 
リー ト の 取材 、 治 岸 被災 地 を 追っ 
た ドキ ュ メ ンタ リー 番組 で は ディ 
レク ター を 担当 。 

平成 23 年 の 第 10 回 「A NN アナ 
ウン サー 賞 」 大賞 。 平 成 27 年 4 月 
人 事 異 動 に より 営業 部 へ 異動 。 主 
に 岩手 県 や 市 町 村 の 情報 発信 業務 
な ど に 携わる 。 第 49 回 岩手 広告 賞 
テレ ビ 広 告 の 部 「 企 画 賞 」 (「 介 
護 の 仕事 」 魅 力 発 信 業 務 ) を 受賞 


ひと か べ 
人 首 ます よ 氏 (東日本 大 赴 災 津波 伝承 館 解説 中) 


陸前 高田 市 出身 。 発 災 時 は 津波 で 
全壊 し た 陸前 高田 市 に ある 「 キ ャ ピ 
タル ホテ ル 1000」 の すぐ そば で 女 特 
と し て 飲食 店 を 切り 盛り し て いた 。 

その 後 、 キ ャ ピタ ル ホ テル 1000 の 
支配 人 を 勤め た 後 、 倒 和 2 年 4 月 か 
ら 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 の 解説 員 
と し て 、 震 災 の 事実 と 教訓 を 伝え て 
いる 。 





条 浦 宏隆 丘 (宮古 市 産業 振興 部 観光 課 も て な し 観光 係長 


神奈 川 県 出身 。 岩 手 大 学 人 文 社会 
科学 部 卒業 後 、 平 成 12 年 に 宮古 市 役 
所 へ 入 店 し 商業 観光 課 へ 配属 。 

平成 16 年 か ら 2 年 間 、 旅 行 会 社 ク 


「 瓶 ドン 」 の 企画 発案 、 販 売 促進 を 
行う 。 


の みち ひろ 
河野 骨 洋 氏 “( 山 八木 漂 商 店 代表 取 篇 役 社 长 ) 


陸前 高田 市 出身 。 岩 手 県 立 高田 高 
校 卒業 後 、 コ ロラ ド 州 レッ ドロ ッ ク 
スコ ミュ ニテ ィ カ レッ ジ に 入学 。 平 
成 9 年 岩手 観光 ホテ ル に 入社 。 平 成 
11 年 八木 澤 商 店 に 入社 。 

平成 23 年 4 月 、 八 木 澤 商店 代表 取 
締 役 社長 (9 代目 ) に 就任 。 岩 手 県 
中 小 企業 家 同 友 会 理事 、 復 興 ま ち づ 
くり 会 社 な つか し い 未 来 創造 株 式 会 
社 専務 取締 役 を 兼任 。 


唱 現在 、 醸 し を テー マ に し た 「 陸 前 
高田 の 発酵 パー ク CAMOCY」 


の オー プン に 尽力 され て いる 。 


時 間 13:30~15:30 


会 場 エス ポワール いわ て 大 ホー ル (定員 60 名 ) 


開 会 
基調 講演 関 博之 氏 


応援 職員 活動 報告 


沿岸 広域 振興 局 士 木 部 
大 船渡 土木 セン ター 


「 替 らし | 環境 生活 部 県 民 く らし の 安全 課 


「 な り わ い 」 | 商工 労働 観光 部 定住 推進 ・ 
雇用 労働 室 


未来 の た め の | ， の に 
伝承 ・ 発信 ”| 复 必 局 复 山 推进 课 





【 お 願い 】 





各 分 野 で 活躍 する 全国 自治 体 か ら の 応援 職員 に よる 活動 報告 を 行い ます 。 


ひろ ゆき 
博之 氏 
(地方 職員 共済 組合 理事 長 、 
元 復興 庁 事 務 次 官 ) 

長野 県 出身 。 昭 和 56 年 東京 大 学 法 
学部 を 卒業 し 、 自 治 省 へ 入 省 。 

島根 県 時 政 課長 、 奈 良 県 副 知事 な 
ど を 歴任 。 平 成 25 年 総務 省 大 臣 官房 
地域 力 創造 審議 官 。 平 成 26 年 内 閣府 
政策 統括 官 。 平 成 28 年 復興 店 統括 官 。 
平成 29 年 復興 店 事務 次 官 。 平成 30 年 


退官 
現在 、 地 方 職員 共済 組合 理事 長 。 


復旧 ・ 復 興 工 事 の 取 
组 等 


環境 分 野 に 関す る 取 
組 等 


復興 情報 発信 の 取組 


・ 会 場 に て 参加 の 際 は 、 裏 面 の 「 参 加 申 込 書 ] に よる お 申し 込み が 必要 で す 。 
・ 駐 車場 に は 限り が ご ざい ます の で 、 公 共 交 通 機関 の 利用 に ご 協力 を お 願い し ます 。 





は こち ら 。 


9 いわ て 希望 
へ を チャ ン ネ ル 
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視聴 無料 


完全 リモ ー ト 配信 
フォ ー ラ ム 
素 规 古方 沁 达 
下 役 を 確認 くだ た さい, 


(スペ シャ ル ゲ スト ) 


な 上 7AUE 


12 朋 13 上 im 


13:30=15:40 $1900r0 視 聴 可能 


TT | 








(プロ グラ ム ) 
【 第 1 部 ] オー プ ニ ン グ 動 画 放 映 
区 时 復 具 10 年 の 歩み 
Wy 特別 知事 対談 
岩手 県 东京 都 图 
小 池 知 事 


过 增 知事 “ 
【第 2 部 ] ゲス ト ト パ ネ ラー に よる 発表 


(ゲス ト パ ネ ラー) 


東京 都 若 事 


半 手 県 事 
傍 増 拓也 小池 百合 子 















人 前 高 田 市 ) (宮古 市 ) (入 花市 ) 《基石 市 ) 
东 日 本 大 必 炙 惠 波 会 承 纺 三 器 走道 株式 会 社 栎 式 会 社 伤 9 于 入 划 いのち を つなぐ 未来 館 
[ わ て TSUN AM メモ アル | 解 癌 員 宮古 駅 長 企 間 計 業 課長 ガイ ド 
人 首 ます よき ん 赤沼 喜 典 sx 柏木 美子 s+ 菊池 の どか きん 
HI la EI = 
【 第 : 3 部 】 そ 『 手 県 大 j 品 PR コー ナー 抽選 で 視聴 者 
プレ ゼン ト あ ぁ あり 
いわ て 銀 林 プラ ザ 2F 特 設 会 地 ( 東 京都 内 )# ら リモ ー ト 生 中 継 。 
「 買 うな らら 岩手 の も の 運動 と 連携 し て 崎 手 県 新品 を PR。 ※※ 特 設 会 場内 で の 観覧 は で きま せん 。 


( 開 石 市 ) いのち を つなぐ 未来 侵 


( 配 信 ) 医 下 站 (者 1 ヶ所 を リモ ー で つなぎ 配信 し ます 








ーー = _ 2 网 四 5 Sc 
ラム 5 を サイ SR 
視聴 に つい て ネフ 3 cd 


主 催 : 甘 i 手 県 、 後 援 : 東京 都 (お 居合 わせ) いち て 三 阪神 異 フォー ラメ 事 務 局 (テレビ 娠 手 プロ ジェ クト 推進 部 内 ) TO20.8650 贿 手 虹 感 同市 内 丸 210 TEL 019.624.9034 









= hh 









プロ グラ ム 詳 細 za 


は 都合 に より 変更 に な る 電 合 が あり ます の て 


区 9) 復興 10 年 の 歩み ー 国 内外 か ら の 応援 に 感謝 


東日本 大 展 災 津 涼み から まもなく (スペ シャ ル ゲ スト 〉 
10 年 。 治 岸 各地 で 復 貞 に 取り 

組ん で いる 方 々 か ら の 複 軸 へ の mn 村上 弘明 きん 
想い 、 こ れ ま で の 活動 と 支援 へ の 復 旭 10 年 の 歩み 区 上 人 軍 出 上 。 休 人 
整 謝 、 そ し て 未来 へ の 想い を 語っ て ba 東日本 大 圭 災 津 送 は 出身 池 で ある 
いた だ いた 動画 。 雑 前 高田 市 に も 大 き な 補 害 を 


亏 大 台大 , 作 伙 以 隐 , 三 对 防 炎 
復 式 プロ ジェ クト 2019 へ の 出演 を 








(オー プ ニ ン グ 映 像 ) は じ め 、 社 災 双 の 才 尋 去 援 事業 に 
ET 特别 知事 寺 访 岩手 时 过 增 知事 x 東京 都 小 池 知事 ーー 
岩手 県 と 東 京都 が 引き 続き 復 傘 に (会 薬 コ ー デ ィ ネー ター) 
HH 高 京平 woearryonr， 


千葉 県 出身 。 

テレ ビ 央 手 の ロー カル ニュ ー ス 番組 「 ニ ュー スプ ラス 1 
いわ て jC。 平 成 22 年 10 月 か ら 月 戴 日 一 水 還 日 の メイ ン 
MC 专 担当 .平成 23 年 由 企 炎 郊 炎 时 所 早く か ら 現 地 
に 入り 取材 、 報 道 を 続け た 。 テ レビ 寺 手 報道 番組 の 
「 新 し い 額 」 と し て 活躍 中 。 


か ら は 岩手 の 復興 状況 、 支 援 へ の 
或 畦 、「 食 | 走 中 心 上 L 大 梳 力 在 上司 
紹介 する ほか 、 東 京都 知事 か ら は | 

東京 2020 大 会 へ の 成功 に 向け た 


抱負 な ど を 発信 。 mr 
性 【第 2 部 】 ゲス 


岩手 県 沿岸 地域 で 様々 な 立場 で 朋 災 、 津 可 の 被害 に 向き 合い 、 未 来 に 司 け て 歩み 続け る 方 々 か ら 、 活 動 事例 や 展 沈 か ら 学ん だ 教訓 、 支 援 へ の 穂 調 を 紹介 。 
また 、 今 後 の 活動 や 未来 へ の 想い を 発表 いた だ きま す 。 








Re = 





(テーマ) 私 た ち が 岩 災 か ら 学 ん だ 教訓 と 支援 へ の 感謝 テー<) 未 来 へ の 歩み これ か ら の 私 た ち 


《 ゲ スト パネ ラー〉 





( 聊 届 高田 市 ) | 
(各 古市 ) 
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東日本 大 業 記 療 壮 区 末 閑 入 坷 市 ) (千石 市 ) 
「w あ て TSUNAM モ リア ル ]| 三 際 鍼 道 株 式 会 社 逢 式 会 社 物 中 各 入 起 41%) 世 站 全 人 未 来生 
Li LE) で 3 他 商 吉 抹 課長 ガイド 
| 人 首 ます よ ぇ ん 赤沼 喜 典 #4 柏木 美子 きん 菊池 の どか きん 
岩手 电 秆 前 高田 市 出 身 。 者 手 県 富 古市 出身 幼少 期 か ら 久 款 市 で 育つ 。 者 手 県 区 石 市 出身 。 
東日本 大 圭 災 津 庶 伝 承 館 の 解 吉 員 。 平成 30 年 12 月 1 日 に 三 束 鉄道 富 古 駅 長 | 平成 19 年 に 「 株 式 会 社 特 の 駅 ・ 久 惹 ] に 入 | 発火 時 中 学生 。 通 っ て いた 中 学校 は 洋 波 で 


馬 洋 時 は 達 洛 で 全壊 し た 「 キ ャ ビタ ル ホ 
テル 1000] の すぐ そば で 敵 食 店 を 切り 
盛り し て いた 。 六 災 の 事実 と 教 須 を 来 全 
者 に 伝え る た ぬ め 、 人 苗 さ ん は 解説 仙 と し て 
新た な 道 を 歩ん で いる 。 





に 団 任 。 発 災 時 は 旗 客 サー ビス 団 の 課長 
と いう 立場 で 三 団 鉄 道 の 災 寄 対 策 本 部 
で 情報 収集 等 に あたっ て いた 。 逆 域 に 
人 負け な い 。 現 在 は 窒 長 と し て 乗客 の 安全 と 
笑顔 を 守っ て いる 。 











いわ て 銀 条 プラ ザ 2F 特 設 会 場 (東京 
都内 ) か ら リ モー ト 生 中 継 。「 買 うな ら 
岩手 の も の 運動 ] と 連携 し て 岩手 県 
産品 を PR。 


の 買う な らき 手 の も の 


に 1 が て | 


買っ て . 人 








O40051 
※ 特 設 会 場内 で の 観覧 は で きま せん 。 TR15.1 iF 


社 L 归 类 志 王 驶 , 物 认 炉 [ 士 人 ) 杞 ] 0 管理 
通 委 交情 驾 另 信 地 担当 。 久 萄 市 商工 要 和 光 
拓 具 審議 委員 を 妥 夏 され る な ど 、 久 蘭 市 の 
観光 に 尽力 し て いる 。「 地域 の 経済 を まわ し 
た い ] と いう 打 い を 疾 に 、 活 動 を 続け て いる 。 





全壊 し た が 、 地 震 が 来 た ら それ ぞ れ が 走っ て 
遂げ る 、「 達 工 て ん で ん こ 」 の 教え に 従っ て 
区 治さ ん を 含む 直 域 の 小 中 学 生 お よそ 600 
人 が 助かっ た 。 自 身 の 症 験 を も と に 、 現 在 は 
ガイ ド と し て 教え の 伝承 に 取り 細 ん で いる 。 





就 任 。 


《 ゲ スト リボ ー タ ー) 


志田 友美 きん 

岩手 県 一 開 市 出身 。 タ レン ト 。 

「 仮面 ライ ダー 鐘 武 ] で ヒロ イン 役 に 
失 撮 。 以 季 も 「 ガ ン ラ イザ ー シ リ ー 
ズ 」 な ど 倖 優 と し て の 活動 を 広げ て 
し く 倍 らち 、 モ デル と し て も 活動 .平成 
81 年 に 「 希 望 模 いわ て 文化 大 使 」 に 


《由 该 》 
vb 全 钥 河 了 了 个 店 用 


長澤 由美 子 ミ ん 
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合 和 年度 き 第 


※ 定員 に 達し 次 第 、 募 集 終 


令 和 3 年 / 月 4 日 
TE み け っ の Bi 

く 沿岸 報告 会 プロ グラ ム > 

图 復興 現場 見 学会 sm30 る “rs#mz 
国 事例 報告 会 トド ゴ - に ) 0 生ま キ け や 


三陸 鉄道 の 赴 災 学習 列車 
( 背 住 居 駅 … 宮 古 駅 区 間 に 乗 車 ) 


曲解 ”说 三陸 鉄道 彰 山野 目 真 旅客 営業 課長 


10:20 ~ 11:40 








※ 三 薩 鉄 性 の 震 災 学習 列車 に 関す る 情報 は 、 こ ちら か ら 
ご 確認 いた だ け ま す 。 


https:/www.sanrikutetsudou.com/?p=239 


> 多- 六 > 上 和 但 | 


ニコ ニコ 生放送 「 い わ て 希望 チャ ン ネ ル 」 
で も ご 覧 いた だ け ま す 。 
https://ch.nicovideo.jp/iwate-kibou 











! で う ( 槛 式 会 社 赚 学 本 一 儿子 1 人 7 
間瀬 磨 疗 氏 に 
山田 町 出身 。 大 学 を 卒業 し イオ ン 守 に 
入社 。 30 歳 の 時 に U 3 
び は ん は 「 山 田 の 復興 の 
と と も に 変化 する 様々 EY 況 に 対応 
利便 性 の 向上 に 取り 組み み 、 平成 
28 年 に は 「 オ ー ル 店 」 を 新規 出店 。 


し も ます LE】 
あふ り ぴ と ょ と う 


山根 千春 氏 (準二 > 拓 靖 便 女 得 ) 
宮古 市 出身 。 昭和 35 年 に 前 
eR 女 特 。 车 冯 
大 キ 後 に - 
"観光 振興 


識 の の 活動 通じ 





いわ て 復興 未来 塾 と は 


東日本 大 震 炎 津波 か ら の 復 周 を 力強く 進め て 
いく た め に は 、 復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 
な 主体 が 、 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合い 、 学び 
合う と と も に 、 相互 に 交流 や 連携 を し な が ら 、 
復 書 の 推進 に 生か し て いく こと が 求め られ ます 。 

この た め 、 岩 手 菓 内 の 産学 宮 の 運 携 組織 「 い 
わ て 未来 づく り 機構 」 で は 「 未 率 づ くり = 人 づ 

県 知事 くり ]」 と の 考え 方 の ちと 、「 い わ て 復興 未来 
拓也 事 」 を 開催 し て いま す 。 





四 当 日 は 、 秘 血 か ら 現 池 ま で の 往復 / ス を 運行 し ます 。 

座席 数 に 限り が あり ます の で 、 申 込み は お 早め に お 吾 い し ます 。 
党 冬 贡 前 四 失 温 、 手 指 消 毒 、 スズ 半生 ね た 

座 麻 数 を 減ら す 等 の 感染 防止 を 回 り 運行 し ます 


. 









事例 報告 会 
(宮古 市 地域 騙 生 セン ター4 落 多 目的 ホー ル ) 





13:30 ~ 15:00 いわ て 未来 づく り 機 構 

(事务 局 岩手 県 複 科 防 災 部 宰 計 推進 詳 ) 
〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 

TEL : 019-629-6945 ノ FAX : 019-629-6944 
E-mail : AJ0001@pref.iwate.p 





し 店 会 箱 石 文彦 氏 (みや こ ハ ルー バー ラジ オ 放送 担当 室長 ) 
理事 例 报 告 尚 淋 讲 事 氏 ( 費 尾 半 ホ ー ル ディ ング ス 専務 取 総 役 ) 
山根 千春 氏 (浄土 ヶ 浜 旅館 女将 ) 
佐々 木 騰 利 氏 (宮古 市 産 甘 振 半 部 水産 課 課長 ) 


宮古 市 地域 信 生 セン ター 〈 ぅ うみ マチ ひる ば 〉 了 




















E-mail で 申込 み 
件 名 を 「 第 1 回 いわ て 提 関 未来 器 」 と し て . 下 : 下記 の 「 参 加 申 込 書 」 に 必要 事 頂 を ご 記入 の 
記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 皿 込み くだ さい 。 : 上 、 申 込み くだ さい 。 

還 氏 名 (ふりがな) 四 胖 乒 . 所 本 . 团体 名 等 : 
住所 ・ 電 話 益 号 ・FAX 生 メ ー ル アド レス 

ョ を 吉 プ ログ ラ /、 (下記 申込 書 参 類 ) 

バス 利用 の 有 有無 ( 各 刺 場所 含む ) 


育 十 市 届 半 担 习 耐水 酉 课 
課長 ) 
化 を 目指 す ト ラウ 
i な と を 担当 。 
# 問 に 取り 組む 水 
全体 の 活性 化 


宮古 市 田老 地区 出身 。 平成 27 年 か ら 
みや こ ハ ー バ ー ラ ジオ パー ソナ リティ と し て 


に つか る 。 


新しい 生活 様式 に 配慮 し た 実施 に つい て 


・ 全 加 者 の 笛 様 は 、 検 温 、 マ スク の 着用 、 手 指 消毒 等 の 大 本 的 な 


感 字 症 対策 の 実施 を お 願い し ます 。 


・ 会 場 で は 三 密 空 間 を 選 け る た め 、 座 席 数 を を 当ら し 一 定 の 間隔 を 


保ち ます 。 ま た 、 扉 を 開け る な ど 換 気 を 行い ます 。 


・ 会 場 に 来 ら れ な い 方 で も イン ター ネッ ト で の 視聴 が 可能 で す 。 


【 往 路 】 盛 岡 駅 西口 7-40 発 = 県 庁 7:55 発 = 狼 住 居 趴 着 


岩手 県 公式 イン ター ネッ ト 番 組 
ニコ ニコ 生 放 明 「 い わ て 希望 チャ ン ネ キル] 








人 [个 
WW 


本 鵜 住居 駅 発 10 : 20 ~ 宮古 駅 着 11 : 40 
* (昼食 休息 ) = っ 宮古 市 地域 創 年 セ ンタ ー( 会 場 ) 着 


【 復 路 】 会 場 15:10 発 き 県 庁 17:30 着 > 感 岡 駅 西口 17:45 着 








下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 
FAX 又は 郵送 で 申込 み 






※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 腺 い し ます 。 






























お 問合せ : 


主催 : いわ て 未来 づく り 機 構 
岩手 県 復興 防災 部 復興 推進 避 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 


( 盛岡 駅 西口 ・ 


県 店 ) 


※ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保 謙 法 に 基づき 「 い わ て 飛 興 未来 (今後 の 開催 予定 の 告知 を 儲 む ) 」 以 外 の 用 導 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 


〒027-0028 令 和 3 年 6 月 18 日 ( 金 ) AJ0001@pref.iwate.jp | 019-629-6944 
源 手 展露 古市 神 林 3 项 号 | EI I a NE 
TEL D193-65-7133 / FAX 0193-65-7134 無料 ミ ス 利 且 者 用 の 駐車 王 は ご 用 章 し て お り 二 ば ん 。 梨 府 坦 所 に は 公共 
交通 アク セス : 三陸 鉄道 「 宮 古 駅 」 か ら 車 で 約 10 分 ーー ンー ミキ ーー で トト PO TT 
会 場 の 地図 等 は 、 下 記 URL ま た は QR コー ド か ら 回 : 回 お 琶 いす ずる 場合 が あり ます 。 
ご 確認 いた だ け ま す 。 = そり が を 职业 - 所属 
https://sanriku-npo_ord/sousei/ 国 き 针 名 団体 名 等 
※ 宮 古市 か ら 税 岡 市 まで の 復路 の バス 車内 で 、 宮 古 浅岡 横 所 道路 の 〒 Tel Fax 
解説 を 行い ます 。 住 所 
Mail 
[em) SS ーー 
1 OO 
人 RS て OO 9 3 無料 往復 シャ トル バス の 利用 及び 農 災 学習 列車 の 乗車 を 希望 “六 委 册 尝 轩 天 刘 |- 和 南开 千 噩 个 | 主 ， バニ 光 有 者 の みそ 。 
人 "日 希望 する 方 は 、 乗 車場 所 を 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


% 事 剛 報 告 会 の み 参加 を 項 望 する 方 は 、 記 入 を 要 し ませ ん 。 
(上 記 の 必要 事項 の み 記 入 し て くだ さい 。) 
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イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 


テー マ : 岩手 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に つい て 





座長 : 松 本 淳 担当 団体 : 岩手 県 (ふる さと 振興 部 科学 ・ 情 報 政 策 室 ) 








報告 要旨 
Society5.0 の 目指 す 超 スマ ー ト 社会 を 見 据え 、 岩手 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 に 基づき 、 ド ロー ン 物 流 の 社会 実装 



























































に 向け た 取組 を # 











八 進 し た 。 











1 令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 






































令 和 2 年 8 月 19 日 第 1 回 岩手 県 イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 開催 
令 和 2 年 12 月 15 日 いわ て ドロ ー ン 物流 研究 会 オン ライ ン 開 催 


令 和 3 年 1 月 22 日 市 町 村 職 員 向 け ワ ー ク ショ ッ プ 開催 














令 和 3 年 1 月 29 日 いわ て 未来 技術 社会 実装 推進 会 議 開催 



























































的 条 う 年 7 月 8 日 第 1 回 叶 手 県 イフ ペー シュ ョ ン 食 田 推 進 会議 ワー キン ググ ループ 人 る 半 関 催 








令 和 3 年 3 月 24 日 第 2 回 岩手 県 イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 書 面 開催 
38 
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2 令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 



















































Society5.0 の 目指 す 超 スマ 上 会 を 見 据え 、 岩 | 画 い わ て ドロ ー ン 物流 研究 会 開催 
I CR こ 基づき 、 引 き 続 | ・ 晶 時 : 令 和 2 年 12 月 15 日 ( 火 ) プ ビオ ン ラ イン 
0 に 向け た 実証 実験 を 実 | ・ テ ー マ : ドロ ー ン 物流 に 係る 先進 事例 と 制度 動向 
施す る と と も に 、 社 会 課題 解決 に 0 ・ 参 加 者 : 21 名 
活用 に 関す る ワー a TPMS お ける ・ 成 果 : ドロ ー ン 物流 推進 へ 向け た 全国 の 動き に つい て 理解 を 深め た 。 
活用 事例 を 調査 し 、 本 県 に お ける 取組 の 方 向 性 に つ | 
いて 研究 を 進め る 。 | 軒 ワ ー クシ ョ ッ プ 開催 

一 日 時 : 令 和 3 年 1 月 22 日 ( 金 ) ノ 盛 岡市 

テー マ : 未来 技術 の 活用 に よる 地域 課題 の 解決 に つい て 
・ 参 加 者 : 17 名 
・ 成 果 : 社会 課題 に 応じ た 科学 技術 の 活用 に 関し て 理解 を 深め た 。 

























































































































































































































































































ーー 
Society5.0 の 目指 す 超 スマ ー ト 社会 を 見 据え 、 岩手 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 に 基づき 、 引 き 続き ドロ ー ン 物流 の 社会 実装 に 向け た 実証 実 
験 を 実施 する と と も に 、 社 会 課題 解決 に 向け た 未来 技術 の 活用 に 関す る ワー クシ ョ ッ プ 開催 や 全国 に お ける 活用 事例 を 調査 し 、 本 県 に お ける 取組 


の 方 向 性 に つい て 研究 を 進め る 。 
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子育て 支援 作業 部 会 


テー マ : 母 と 子 だ け で は な く 家 族 全 体 を 支え る 岩手 版 ネ ウ ボ ラ の 開発 





座長 : 庄司 知恵 子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 











報告 要旨 

令 和 2 年度 は 、「 地 域 と 子育て の 在り 方 に つい て 検討 を する 」 を 目的 に 活動 展開 を 考え て いた が 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 の 影響 に より 、 
貢 極 的 な 活動 展開 は 難し か っ た 。 こ の よう な 状況 で は あっ た が 、 遠 隔 に て 各所 と の 交流 を 図り 、 ま た 、 調 査 実施 を 通し て 、 地 域 の 現状 を 捉え る こ 
と が で きた 。 コ ロナ 袖 に お いて の 活動 は 、 平 時 に お いて 、 様 々 な 状況 に ある 人 た ち 、 本 部 会 で 言う な ら ば 子育て 中 の 人 た ちと の 交流 の 在り 方 を 検 
対す る こと に も つなが る こと と 思え 、 今 後 の あ ら ゆ る 活動 展開 に 活か し て いく べき 吐 重 な 経験 と な っ た 。 





















































は 




















































































































1 令 和 2 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 


令 和 2 年 6 月 22 日 子育て 支援 部 会 ・ 作 業 部 会 














令 和 2 年 7 月 21 日 調査 実施 に つい て の 検討 会 1 





令 和 2 年 9 月 4 日 調査 実施 に つい て の 検討 会 2 





















































令 和 2 年 10 月 30 晶 「 令 和 2 年 度 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー」 の 検討 会 

令 和 2 年 11 月 17 日 「 令 和 2 年度 ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー」 パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 参 加 者 と 、 子 育て 支援 環境 に つい て の 検 
討 会 

令 和 2 年 12 月 4 日 「 令 和 2 年 度 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー」 の 実施 

令 和 3 年 3 月 10 日 「NZ 子 育て 環境 視察 研修 」 遠 隔 交流 会 

















2 令 和 2 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 












































本 Ea 信和 2 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題し 
地域 と 子 育 
検討 を する 。 















































① el 「 子 育て と 仕事 の 両立 に つい て の 調査 」 を 実施 ( 令 和 2 年 11 月 ) し 、 調 査 報告 書 ( 令 和 3 年 3 月 ) と し て ま 
取組 に つい て の 調査 一 「 小 1 の | と め た 。 調 査 概要 は 別紙 参照 の こと 。 
璧 」 に つい て | 



























































② 地域 に お ける 子育て 支援 の あ |② 「 令 和 2 年 度 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス 推 進 セ ミナ ー」 を 実施 ( 令 和 2 年 12 月 4 日 ) し た 。 テ ー マ は 、「 子 
り 方 に つい て 一 親子 と 地域 を つ | 育て 各 働 く … そ し て 、 結 び 目 に な る へ 地域 の 子育て 拠点 と し て の 価値 を 作る て 」 と し 、 佐賀 県 に お いて 「 看 護 
な ぐ 幼 老 交 流 | 小 規 模 多 機能 むく 」 を 開設 し た 佐伯 美智 子 氏 を 講師 と し 、 講演 及び パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン を 行っ た (内 容 に 

| つい て は 別紙 参照 )。 






















































































新型 コロ ナウ イル ス 成 染 拡大 予防 の た め 会 場 を 変更 し 、 遠隔 に て 配信 も 行っ た 。 会 場 参 加 者 21 名 、 配信 参加 
22 名 、 関 係 者 を 合わ せ 計 60 名 の 参加 と な っ た 。 

終了 後 の ア ン ケ ー ト 提出 数 26 件 (遠隔 も 含む ) の うち 19 件 (73.1%%) が 、 セ ミナ ー は 参考 に な っ た と 回 答 し 
て お り 、 ま た 、「 育 児 と 仕事 、 そ の バラ ンス に つい て 、 し っ か り と 考え て いる 経営 者 の 話 を 聞く こと が で きた 」 
「 赤 ちゃ ん 、 お じい さん 、 CC いる 生活 を する こと は 、 良 いと 同感 し まし た し 、 子 育て 環境 は 
考え 方 次 第 で 変化 する こと と 、 介 護 も 環境 を 変え る こと で 対応 で きる こと に 感銘 いた し まし た 」 と いっ た 感想 
が 書か れ て お I 

今回 、 突然 で は あっ た が 遠 束 隔 配信 を 行っ た こと に より 、 コ ロナ 宰 に お ける セミ ナー の 在り 方 に つい て も 検討 
で きた こと は 良かっ た 。 



















































































































































































@ 次 世代 と と も に 「 子 育て 」 に |⑨ 昨年 度 に 続き 、 今 年 度 も 「NZ 子 育て 家庭 環境 視察 研修 」 (岩手 県 立 大 学 実施 ) は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影 
つい て 考え る 一 県 立 大 ・NZ 研 修 | 響 に より 、 中 止 と な っ た 。 そ の よう な 中 、3 月 10 日 に 研修 参加 予定 で あっ た 学生 と 受け 入れ 先 担当 者 と の 遠隔 
参加 予定 学生 と の 作業 | 研修 を 実施 し 、NZ の 子育て 家庭 環境 の 内 容 ! NN こ 、 コロ ナ 対 策 の 違い 等 に つい て も 意見 を 交 

| わし 、 充 実 し た 遠隔 研修 と な っ た 。 





































































































の て 


和 4 年 度 再開 予定 で ある 。 
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2020 子育て と 仕事 の 両立 に つい て の 調査 (報告 : 概要 ) (未来 づく り 機 構 ・ 子 育て 支援 部 会 ) 





祉 部 ども 課 、 


. 調査 の 目的 

















、 ま た 望ん で いる の か 、 仕 事 と 育 






















































































調査 対象 


























調査 は 設問 紙 に も と づく アン ケー 
































調査 方 法 














手 県 滝沢 市 、 大 船渡 市 、 北 上 市 に 
! 童 が いる 保護 者 。 回答 は 、 普 段 、 




















お いて 、2020 年 度 に 小学 1 年 生 と し て 小学 校 に 入学 し 、 放 課 後 児童 クラ ブ (以下 、「 























児童 の 世話 を 中 心 的 に 行っ て いる 保護 者 1 名 に お 願い し た 。 




















方式。 调查 票 ; 配 布 注 、 各 市 担当 部 署 ( 渗 深 市 : 滝沢 市 健康 福祉 部 児 a 


















































北上 市 : 北上 市 教育 


















































自記 式 で 行い 、 回 収 は 、 同封 し た 返信 用 封筒 に て 郵送 し て も ら っ た 。 調 査 期間 は 2020 年 11 月 。 


4. 


各市 担当 音 











調査 票 回 収 状況 







































































委員 会 教育 部 子育て 支援 課 ) を 通し て 、 学 童 保育 に 配布 し て も らい 、 そ こ 


























音 保 育 を 利用 し て いる 小学 校 1 年 生 の 保護 者 を 対象 と し 、 子 育て 中 の 保護 者 が 、 育 児 と 仕事 の 両立 に お いて 、 ど の よう な 支援 が 得 ら れ て いる の 
児 の 両立 を どの よう に 評価 し て いる の か と いっ た 点 に つい て 明らか に し 、 今 後 の 支 援 を 検討 する こと 。 














学童 保育 」) を 利用 し て い 











福祉 課 、 大 船渡 市 : 大 船渡 市 生活 福 
か ら 保 護 者 へ の 配布 を 行っ た 。 回答 は 























B 署 か ら 各 学童 保育 に 調査 票 を 配布 。 滝沢 市 269 票 、 大 船渡 市 107 票 、 北 上 市 386 票 。 こ の 数 を 分 母 と し た 場合 の 回 収 率 は 、 全 体 で 59. 7% 








(455 票 )、 滝 沢 市 50.6% (136 票 ) 、58.9% (63 票 ) 、 北 上 市 66. 3% (256 票 )。 た だ し 、 各 学童 保育 に 調査 票 配布 後 の 残部 に つい て は 把握 し て いな い ( 実 


際 の 配 上 票数 (分 母 ) 


5 . 


(1 ) 














調査 結果 1 (単純 集計 の 概要 ) 























に ずれ が ある 可能 


財 査 全体 を 通し て みた と き に 





ぐさ < 中 







































































性 も 否定 で き な い が 、 全 体 の 傾向 を 捉え る 際 に 、 大 き な 違 い は な いも の と 考え る )。 





、 地 域 別 に よる 大 き な 違 い は 認め られ な い が 、 大 船渡 市 は 祖父 母 近 居 及 び 同 居 に よる 支援 が 受け られ て いる 。 滝 

































































(2) 回 答 者 の 9 割 が 「 母 親 」。 既 存 の 同様 の 調査 で も 同じ よう な 結果 と な っ て いる 。 つ まり 、 普 段 児童 の 世 








と いう こと に な る 。 
) 30 歳 代 か ら 40 歳 代 の 回 答 












































(滝沢 市 8. 1%、 北 上 市 5. 1%、 













































































N 市 は いわ ゆる 郊外 型 の 子育て が 行わ れ て お り 、 多 様 な ネッ トワ ー ク の り よ う が み られ る 。 工場 集積 地 の 北上 市 で は ある が 、 自 身 職場 や 配偶 
者 職場 の 支援 体制 に 対す る 評価 が 高い と は 言え な い 状 況 が 垣間見 れる 。 





























を 中 心 的 に 行っ て いる 保護 者 は 、 母 親 




















が 多く (8 割 程度 )、 こ の 世代 が 小学 生育 児 の 層 と な る 。 若 干 、 滝 沢 市 に お いて 30 歳 未 満 と 回 答 し た も の が 多く 


























大 船渡 市 4. 6%) 、 大 船渡 市 は 40-45 歳 未 満 の 割合 が 多い (滝沢 市 25. 7%、 
































) 大 船渡 市 は 、 三 世代 同居 の 割 




















合 が 他 と 比べ て 高く 、 滝 沢 市 は 近 居 に 祖父 母 が 住ん で いな い 比 率 が 高い 。 

















(5) 父親 の 就労 状況 が 「 正 規 」 で ある の が 8 割 で ある の に 対し (83.1%) 、 母 親 は 6 割 程度 で ある (57.5%)。 
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北上 市 28. 5%、 





大 船渡 市 38. 3%) 。 
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今後 の 就労 の 在り 方 と し て は 、 自 身 に 対し て も 、 配 偶 者 に 対し て も 「 現 状 維持 」 が ほとん ど で あ る 。 


子供 が 小学 生 に な る こと に よる 本 人 の 働き 方 の 変化 に つい て は 、「 か わら な い 」 が ほとん ど で あ る が (76.7% 、 北 上 に お いて は 「 家 事 ・ 育 児 の 
た め 残 業 を し な く な っ た 」 と いう 割合 が 他 に 比べ て 高い (滝沢 市 1.5%、 北 上 市 9.0%、 大 船渡 市 1. 6%) 。 
































子供 が 小学 生 に な る こと に よる 配偶 者 の 働き 方 の 変化 に つい て は 、「 か わら な い 」 が ほとん ど で あ る が (91.2%) 、(8) に 示し た 本 人 (ほぼ 母 










































































親 ) の 割合 が 76.7% で ある こと と 比べ る と 、 女 性 が 働き 方 の 変化 を 強い られ て いる こと が 分 か る 。 





学童 の 経営 形態 に つい て は 、 洋 沢 市 に お いて 様々 な バリ エー ショ ン が ある こと が 分 か る が 、 学 童 保育 自体 は 小学 校 の 場所 に よっ て 、 ほ ば ぼ ば 自動 














ン 台 ビ ヒ 


的 に その 学童 を 選択 せ さ る を 得 な いよ うな 状況 に ある こと か ら 、 経 営 形態 が 多様 で ある こと の 影響 に つい て は 、 検 討 する 必要 が ある 。 








学童 保育 の 利用 要件 は 、 ほ ぼ 「 就 労 」 で ある 

















(97. 1%) 。 














学童 保育 に 預け る 利点 と し て は 、「 長 期 休暇 } 
の 点 が 1 位 で は ある が 、2、3 位 に つい て は 、 








間 、 日 中 、 子 ども だ け で 過ごさ せ ず に 済む 」 を 選択 する 人 が 多い (87.5%)。 地域 に お いて も 、 こ 
































若干 の 違い が み ら れ る (大 船渡 市 で は 保護 者 仕事 専念 が 他 に 比べ 高い )。 




















学童 保育 に 対す る 評価 に つい て は 、 あ ら ゆ る 項目 で 大 船渡 市 が 他 市 に 比べ 高い 評価 を し て いる の だ が 、 経 営 形態 の バリ エー ショ ン の 少な さ が 








影響 し て いる 可能 性 も 否定 で き な い 。 











大 船渡 で は 、 祖 父母 等 の 支援 が 日 常 的 に 得 ら れ て いる (大 船渡 40.8%、 北 上 24. 0%、 滝 沢 17.1 め 。 滝 沢 は 、 祖 父母 等 親族 の 支援 の 得 ら れる 割合 



































が 低い か ら か 、 じ ゃ 間 で は ある が 支援 し て くれ る 友人 ・ 知 人 の 存在 が 他 市 より 高い 。 

















配偶 者 の 子育て へ の か か わり に つい て 、「 十 分 」 














と 答え た 割合 が 、 大 船渡 53. 4%、 北 上 40.8%、 滝 沢 46.2% と な っ て お り 、 大 船渡 が 高い 。 


























自身 の 子育て と 仕事 の 両立 に つい て 配偶 者 の 表 























『 解 が 「 あ る 」 は 、 大 船渡 84.5%、 北 上 70.0%。 滝沢 79.0% と な っ て お り 、 大 船渡 が 高い 。 















































子育て と 仕事 の 両立 に つい て の 自己 評価 は 、 大 船渡 50.8%、 北 上 59.4%。 滝沢 53.7% と な っ て お り 、 北 上 が 高い 。 (14) (15) と は 異な る 傾向 が 
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み ら れ る こと か ら 、 配 偶 者 の 理解 協力 より も 、 














自身 の 仕事 内 容 な ど が 影響 し て いる 可能 性 が ある 。 





子供 の 誕生 が 仕事 に 与え た 影響 に つい て 、 プ ラス (と て も あっ た + ま ああ っ た ) が 69.9%、 マ イナ ス (と て も あっ た + ま ああ っ た ) が 53.0% と な 
っ て お り 、 プ ラス 面 も マイ ナス 面 も 感じ て いる が 、 若 干 プ ラス 面 が 高い 。 



























































ヨ H 身 の 職場 の 子育て 制度 に つい て は 、7 割 ほ ど 
う に まあ 思う )。 






































が 評価 を し て いる (思う ・ ま あぁ あ , 


[而 


う )。 配偶 者 の 職場 の 子育て 理解 度 も 、75.8% と な っ て いる ( 思 
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5. 調査 結果 2 (自由 記述 の 概要 ) 

子育て と 仕事 に つい て 、 両 立 で き て いる と 思う か ( 問 30) と いう 問い に 対し 「 で き て いな い 」 と 回 答 し た 人 の 理由 を みて みる と 「 時 間 」 と いう 
単語 が 出 て くる 。 子 ども が 生ま れ 事 に よっ て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管理 の 難し さ が 見 て 取れ る 。 こ の よう な こと を 念頭 に 入れ 、「 育 児 と の 両立 で どの よう 
な 支援 を 望ん で いる か 」 ( 問 37) に つい て の 、 頻 出 語 の 分 析 も 行っ た 。 








































































































(1) 職場 に 関す る 必要 な 支援 に つい て 

3 調査 地 合 計 で 180 件 の 記載 が あり 、「 子 ども 」 が 最も 多く 記載 され て お り 、「 休 み 」「 時 間 」「 勤 務 」 「 環 境 」「 仕 事 」「 理 解 」 な ども 多く 出 

現し て いる 。 
「 時 間 」 は 「 外 」 「 勤 務 」 「 短 縮 」 な ど と 結び つい て お り 、「 時 短 勤務 」 と も 合わ せ 、 土 日 祝日 や 時 間 外 の 会 議 や 業務 を させ な いこ と を 望ん で い 

る こと 、 子育て が し や すい よう に 短 時 間 勤 務 を 望ん で いる こと 、 そ れ ら を 含め て 働き 方 改革 を 進め て 欲し いよ うな 記載 が ある よう で ある 。 


(2) 行政 に 関す る 必要 な 支援 

3 調査 地 合 計 で 147 件 の 記載 が あっ た 。 「 学 童 」 や 「 子 ども 」 が 最も 多く 
いる 。 

全体 的 に 経済 的 な 支援 に 関す る も の が 多い よう に 思わ れる 。 例 えば 、 医 療 費 や 給食 費 に つい て 、 補 助 金 ・ 助 成 、 あ るい は 無償 ・ 無 料 化 と いっ た こ 
と を 望ん で いる 様子 や (その 他 、 予 防 接種 に つい て も 書か れ て いる ) 、 学 童 の 利用 や 料金 に つい て も 支援 を 望ん で いる 様子 が みて 取れ る 。 ま た 、 児 
童 手当 ・ 子 ども 手当 な ども 書か れ て お り 、 そ れ ら の 手当 の 増額 を 希望 し て いる よう で ある 。 


(3) 学校 に 関す る 必要 な 支援 

3 調査 地 合 計 で 95 件 の 記載 が あっ た 。 「 学 校 」 が 最も 多く 登場 し て いる ほか 、「 行 事 」「 宿 題 」 な ど 、 や は り 学 校 に 特徴 的 な 言葉 が 登場 し て い 
る 。 保護 者 の 役割 と され て いる の か 、 和 宿題 の 丸 つ け に 関す る 要望 が 出 て いる よう で ある 。 疲れ て 仕事 か ら 帰 宅 し た 後に 、 子 ども の 宿題 の 丸 つ け は 、 
精神 的 ・ 体 力 的 に も 辛い も の と 思わ れる 。 


(4) 地域 に 関す る 必要 な 支援 に つい て 

3 調査 地 合 計 で 101 件 の 記載 が あっ た 。 「 子 ども 」 や 「 地 域 」 が 相対 的 に 多数 出現 し て いる 。 そ の ほか に は , 「 学 童 」「 下 校 」「 安 心 」 な ど が 続 
いて いる 。 「 子 ども 会 」 に 関す る 記載 が 多く 出 て き て お り 、「 行 事 」 や 「 役 員 」 も 多く 出 て いる こと か ら , それ ら が 負担 に な っ て いる 可能 性 は あ 
る 。 


(5) 学童 に 関す る 必要 な 支援 

3 調査 地 合 計 で 125 件 の 記載 が あっ た 。 最 も 目立つ の は 「 時 間 」 で ある 。 ま た 「 長 期 」「 利 用 」 「 休 み 」 な ども 目 に 留まる 。 ヒ ト ・ 金 と 運用 の 問 
題 が 書か れん て いる よう に 思わ れる 。 支援 上 負 に つい て は , 感謝 も 述べ られ て いる が , 増員 も 求め られ て いる よう で ある 。 ま た , お 金 に つい て は , 利用 
料金 や 保育 料金 , 学童 の 費用 な ど が 人 癌 場 し て いる よう で あり , これ ら の 負担 を 少な くし て 欲し いと いう 意味 が 強い と 思わ れる 。 運 用 に つい て は , 
「 開 所 時 間 」 「 延 長 時 間 」 「 長 期 休 み 」 な ど が 登場 し て お り , 働く 人 に と っ て は 長い 時 間 学 童 が 開い て いる こと は 安心 に つなが る こと で も あり , ま 
た (学校 の ) 「 長 期 」「 休 み 」 に 対す る 言及 も 多い 。 
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! 載 され て いる こと が わか る が 、「 支 援 」 「 医 療 」 な ども 多く 出現 し て 
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令 和 2 年 度 「 ワ ー ク ・ BT バラ ンス 推進 セミ ナー」 





参加 
無料 


企業 お よび 施設 の 経営 者 ・ 
者 、 一 般 労働 者 、 行政 関係 者 、 
ク ・ ラ イフ ・ パ ラン ス に 興味 の 3 


100 名 (先着 順 ) 


F AX・E メ ー ル に よる 事 
( 定 具 に な り 次 第 締 
※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 駿 染 拡大 状況 に よっ て る 可能 性 も と 


[第 一 部 ] 講演 講師 佐伯 美 智 子玉 (合同 会 社 MUKU 代表 ) 
演題 子連れ 出勤 x 介護 は 一 石 三島 だ っ た ! 

母親 の 社会 参加 で も あり 、 価 より 現場 に は な く て は な ら な い 「 あ た り 前 」 に な っ た 。 

第 一 部 の 講演 に 続き 、 コ メン テー ター と し て 体 伯 さん に ご 参加 いた だ き 、「 む <] の 取り 引 み に つい て 、 涯 手 で の 展開 可能 性 を 


て 赤ちゃん が いる 介護 現場 むく の 取り 組み て 
一 プロ フィ ー ル 
検討 し ます 。 既 に 同様 の 取り 組み を 行っ て いる 仙台 「 ア ンダ ンチ 」 福井 さん 、 岩手 で の 展開 を 模索 する 盛岡 [第 二 の わ が 家 」 


「 子 連れ 出勤 大 歓迎 ! 」 で 始め た 介護 現場 むく 。 始 め た 時 は 、 ま さ に カオ ス ! L 
1995 年 より 約 20 年 間 、 高 齢 者 満 院 や 高齢 者 飾 設 で 作業 捧 法 士 と し て 筐 務 。 
西館 さん 、 子 育て を する ワー キン グマ ザー 庄司 さん 、 そ れ ぞ れ の 立場 か ら 「 岩 手 で も や っ て みよ う !| に つい て 意見 を 出し 合い 


子ども の 泣き 声 に 、 パ タバ タ と 走り 回 る 足音 。 
2015 年 一 NPO 法人 ママ の 働き 方 応援 隊 誕 津 校 代表 、Share ! 氏 代表 等 、 福 祉 や 町 づく り 、 子 育て 支援 に 関す る 活動 に 従事 。 
た いと 思い ます 。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 、 専 門 家 の 柏 葉 英 美 さん で す 。 








申込 方 法 





[こら っ ! 静 か に し な さい ! 」 と 子ども を 叱る お 部 ち ゃ ん が いれ ば ぱ ば 、「 こ っ ち に お いで 」 と 
優し く 声 を か ける お 披 ち ゃ ん も いる 。 
昔 見 た 、 ど こ か 懐か し い 光 景 。 
[子連れ 出 勘 と 赤ちゃん ボラ ンティア | それ は お 年 容 り を 元気 に する 何より の 業 で あり 、 
2015 年 12 月 、 三 男 が 生後 3 か 月 の 時 (育休 中 ) に 起業 を 決意 し 、 妥 月 合同 会 社 MUKU を 評 立 。2017 年 に 子供 と 高齢 者 が 
夫 に 同じ 空間 を 過ごす 、 赤 ちゃ た が いる 高齢 者 事業 所 「 短 議 小 規 榎 多 機能 むく 」 を 賠 設 。 現 在 、 高 齢 者 シェ アハ ウス と 障がい 県 
等 が 通う 放 主 彼 侍 デイ サー ビス を 合体 させ た 複合 施設 を 202 1 年 の 障 設 に 向け て 準 代 中 。 
[第 二 部 ] パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン  「 岩 手 で も や っ て みよ う 』」 
パネ リス ト 西 馈 浮 也 氏 (NPO 法 人 第 二 の わが 家 理事 長 ) 
福 井 大 輔 氏 (株式 会 社 未 来 企画 代表 取締 役 ) 二 
庄 司 知恵 子 氏 (岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教授 ) ~ 
佐 ーー 


コッチ テー ター 伯 美 知 子 氏 (合同 会 社 MUKU 代表 ) 
コー ディ ネー ター 柏 葉 英 美 丘 (岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教授 ) 


i ( 公 財 ) い きい き 岩 
お 申込 ・ 盛 隊 市 本 町 通 三 丁目 
お 問合せ 先 


共 居 岩手 県 、 岩 手 県 立 大 学 
後 所 























岩手 労作 局 、( 一 若 ) 岩手 県 経営 者 者 伝 、( 公 竿 ) 岩手 労作 基準 記 会 、 岩手 県 社会 保 際 務 填 全 、 岩手 県 男女 共同 参 末 セン ター、 いわ て 未来 づく り 服 醒 


令 和 2 年 度 「 ワ ー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン フス 推進 セ ミナ ー」 
令 和 2 年 12 月 4 日 ( 金 ) 13 : 30 て 16 : 00 開催 
る 参加 申込 書 を 


人 。 0: な 万 

= 料 で 託児 を ご 利用 いた だ け 
rd 希望 する 方 は 以下 ご 記 

所 在 地 入 の 上 、11 月 27 日 ( 金 ) まで 
に お 申込 みく だ さい 。 


還っ 
(が な ) ーー 様 





Q 託 児 人 数 人 


pr rm の 名 ヵ月 
国 最 ヵ月 
※ 託 児 希望 の 方 に は 、 後 日 詳 

に ti 


F AX 送信 先 :O19 一 625 一 7494 ※ 涯 書 不要 
( 公 財 ) いき いき 岩手 支援 財団 総務 ・ 健 康 支援 旨 (担当 :吉田 ) 行 


エス ポワール いわ て [所 在 地 : 岩手 県 盛岡 市 本 町 通 1 丁 目 1 ユー38】 

图 中 盛岡 駅 より 徒歩 2 0 分 Ua 

画 東 北 自動 車道 - 成 岡 [.C. よ り JR 盛岡 駅 ・ 県 庁 方 面 へ 車 で 15 分 _ 

图 JR 成 岡 応 前 パス 乗り 場 よ り 、 岩手 県 交通 バス - 盛 岡 パス セン ター 行き 1 0 分 「 中 央 通 一 丁目 」 
下車 、 岩 手 銀行 本 店 前 より 徒歩 5 

国 JR 成 岡 駅 前 パス 乗り 場 より 、 盛 岡 都心 筐 環 パ ス (で ん で ん むし ) < 右 回 り 線 「 中 央 通 一 丁目 」 
下 事 、 宕 手 保 行 本 店 前 二 全 步 5 分 / 左 回 り 線 「 直 岡城 公告 前 」 下車 第 歩 3 分 >※ 地 図 記 
載 名 「 岩 手 公園 下 」 下 車 徒歩 3 

画 提 大 束 口 より 、 タ クシ ー で 7 分 


素 7 王 (コロナ ウイ ルス 感 築 産 の 矛 防 対策 つい て 





・ 会場 は 密 を 選 け る た め 、 会 場内 席 数 の 50 党 以下 を 定員 と し ます 。 

・ 当 日 は お 出かけ 前 に 体温 を 測り 、 発 熱 等 の 風邪 症状 が み ら れ る 場合 は 参加 を 見 合わ せ て くだ さい 。 
な お 、 当 日 は 会 場 入 り 口 で も 検温 させ て いた だ き 、37.5 度 以上 の 場合 は 入場 を ご 遠慮 いた だ きま す 。 
・ 会 場 で は 、 マ スク の 着用 し て くだ さい 。 各 所 に 手指 消毒 液 を 設置 し て お り ま す の で ご 利用 くだ さい 。 

・ 万 一 、 参加 者 に 感染 が 確認 され ます と 、 他 の 参加 者 の 連絡 先 な どの 情報 提供 を 保健 当局 か ら 要 請 さ れ 
a 当日 法 氏 名 、 速 条 先 等 四 礁 箭 在 兰 革 工 由 大 大 埋 未 才 站 下 、 世 理解 二 蕊 协力 老 忆 里 
い 致 し ます 。 


和 全 入 相克 全 本 内 容 を 一 部 変更 する 場合 も ご ざい ます 。 その 場合 は 、 下 記 
小 一 
人 人 時) で いき いき 岩手 支 団 ホー ムペ ー ジ http://www.silverz.or.jp/ 


45 
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講演 : 長野 県 伊那 市 の Society5.0 の 取り 組み に つい て 


講師 : 長野 県 伊那 市 長 白島 孝 氏 














【 プ ロフ ィ ー ル 】 
昭和 30 年 5 月 25 日生 (長野 県 伊那 市 出身 ) 
昭和 54 年 3 月 立教 大 学 社会 学部 座 
昭和 54 年 3 月 信 英 薔 電器 箱 株 式 会 社 
平成 16 年 2 月 旧 伊 那 市 収入 役 
平成 18 年 5 月 新 伊那 市 収入 役 
平成 19 年 4 月 伊那 市 副 市 長 
平成 22 年 4 月 伊那 市 長 (現在 3 期 目 ) 





资料 4 





※ 目 治 体 と し て 日 本 初 と な る 物流 用 ドロ ー ン に よる 買物 明 者 支援 の 事業 化 や 、 オ ン ラ イン 診療 専用 車両 に よる 
医師 の 乗ら な い モ バイ ルク リ ニ ッ ク 事 業 な ど 、 地 域 課 題 を テク ノロ ジー の 活用 に より 解決 する 様々 な が プロ ジェ 


クト を 実施 。 
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